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モード (ATM T1 E1コントローラー)
DSLコントローラを ATMモードに設定し、ATMインターフェイスを作成するか、または T1
または E1コントローラを T1または E1モードに設定し、論理 T1/E1コントローラを作成する
には、コントローラ設定モードの modeコマンドを使用します。現在のモードを無効にして
モード変更の準備をするには、no形式で指定します。

Cisco 1800、Cisco 2800、Cisco 3700、Cisco 3800シリーズ
モードatm
いいえモードatm

Cisco 1700シリーズ、Cisco 2600XM
モード {atm | t1 | e1}
いいえモード {atm | t1 | e1}

Cisco IAD2430
モード {atm[aimaim-slot] | cas | t1 | e1}
いいえモード {atm[aimaim-slot] | cas | t1 | e1}

構文の説明 コントローラを ATMモードに設定し、ATMインターフェイス (ATM 0)を作成しま
す。 ATMモードが有効な場合、ATMが T1/E1トランク上のすべての DS0を占有す
るため、チャネルグループ、DS0グループ、PRIグループ、または時分割多重 (TDM)
グループは許可されません。

コントローラをATMモードに設定すると、コントローラのフレーミングは、T1用の
拡張スーパーフレーム ESFまたは E1用の巡回冗長検査タイプ 4 CRC4に自動的に設
定されます。回線コードは、T1の場合はバイナリ8ゼロ置換 (B8ZS)、E1の場合は高
密度バイポーラC (HDBC)に自動的に設定されます。 nomodeatmコマンドを入力して
ATMモードを解除すると、ATMインターフェイス 0は削除されます。

（注）

modeatmキーワードなしの aimコマンドは、ソフトウェアを使用して ATMセグメ
ンテーションおよび再構築 (再構築)を行います。これは Cisco 2600シリーズWICス
ロットでのみサポートされています。ネットワークモジュールスロットではサポート

されていません。

atm

(オプション)このコントローラーの構成は、ATM SAR用に指定されたスロットの
Advanced Integration Module (AIM)を使用します。 aimキーワードは Cisco IAD2430シ
リーズ IADには適用されません。

aim

(オプション)ルーターシャシーの AIMスロット番号:

• Cisco 2600シリーズ--0

• Cisco 3660--0または 1。

aim-slot
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(Cisco 2600シリーズWICスロットのみ)チャネル関連シグナリング (CAS)モード。
このWICスロットの T1または E1は、T1または E1音声をサポートするようにマッ
ピングされている (つまり、DS0グループまたは PRIグループで構成されている)。

CASモードは、コントローラー 0とコントローラー 1の両方でサポートされていま
す。

Cisco IAD2430シリーズの IADでは、CASモードはサポートされていません。

cas

コントローラを T1モードに設定し、T1インターフェイスを作成します。

コントローラーを T1モードに設定すると、コントローラーのフレーミングは T1の
ESFに自動的に設定されます。 T1の回線コードは B8ZSに自動的に設定されます。

t1

コントローラを E1モードに設定し、E1インターフェイスを作成します。

コントローラを E1モードに設定すると、コントローラのフレームは自動的に E1の
CRC4に設定されます。 E1の回線コードは、HDB3に自動的に設定されます。

e1

コマンドデフォルト コントローラーモードが無効になっています。

コマンドモード
コントローラの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に導入されました。11.3 MA

このコマンドのサポートが、統合された SGCP/MGCPソフトウェアに拡張されま
した。

12.1(5)XM

このコマンドが Cisco IOS Release 12.2(2)Tに統合されました。12.2(2)T

このコマンドが Cisco IAD2420の Cisco IOS Release 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

サポートが Cisco 2600シリーズと Cisco 3660に拡張されました。キーワード aim
と引数 aim-slot が追加されました。コマンドの括弧で囲まれた修飾子は、「Voice
over ATM」から「T1/E1コントローラー」に変更されました。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco 2691および Cisco 3700シリーズに実装されました。12.2(15)T

このコマンドは、DSLフレームモードの設定とT1/E1フレームサポートの追加の
ために、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3700シリーズルータの Cisco IOS Release
12.3(4)XDに統合されました。

12.3(4)XD

このコマンドが、Cisco 1700シリーズルータの Cisco IOS Release 12.3(4)XGに統合
されました。

12.3(4)XG

このコマンドが、Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3700シリーズルータの Cisco
IOS Release 12.3(7)Tに統合されました。

12.3(7)T
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変更リリース

このコマンドがCisco2800およびCisco3800シリーズルーターに実装されました。12.3(11)T

このコマンドが Cisco 1800シリーズルーターに実装されました。12.3(14)T

使用上のガイドライン DSLコントローラが ATMモードで設定されている場合、モードは CO側と CPE側の両方で同
一に設定する必要があります。両側が ATMモードに設定されている必要があります。

nomodeatmコマンドを使用して、ATMモードを終了すると、ルーターを直ちにリブートし
て、モードをクリアします。

（注）

T1または E1モードで DSLコントローラを設定する場合、モードは CPEと CO側で同一に設
定する必要があります。

例

ATMモードの例

次の例では、DSLコントローラに ATMモードを設定します。

Router(config)# controllerdsl3/0
Router(config-controller)# mode atm

T1モードの例

次の例では DSLコントローラーに T1モードを設定します。

Router(config)# controllerdsl3/0
Router(config-controller)# mode t1

関連コマンド 説明コマンド

コントローラー T1 0または E1 0の音声チャネルのタイムスロットのリス
トを構成します。

チャネルグルー

プ

時分割多重 (TDM)クロスコネクトのクリアチャネルグループ (パススルー)
を作成するためのタイムスロットのリストを設定します。

tdm-group
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モード (T1 E1コントローラ)
T1またはE1コントローラを非同期転送モード（ATM）に設定し、ATMインターフェースを作
成するため、またはT1またはE1コントローラをT1またはE1モードに設定し、論理的なT1また
はE1コントローラを作成するため、またはT1またはE1コントローラをチャネル関連シグナリ
ング（CAS）モードに設定するためには、コントローラ設定モードでmodeコマンドを使用し
ます。現在のモードを無効にしてモード変更の準備をするには、このコマンドの no形式を使
用します。

モード {atm[aimaim-slot] | cas | t1 | e1}
いいえモード {atm[aimaim-slot] | cas | t1 | e1}

構文の説明 コントローラを ATMモードに設定し、ATMインターフェイス (ATM 0)を作成しま
す。 ATMモードが有効な場合、ATMが T1/E1トランク上のすべての DS0を占有す
るため、チャネルグループ、DS0グループ、PRIグループ、または時分割多重 (TDM)
グループは許可されません。

コントローラをATMモードに設定すると、コントローラのフレーミングは、T1用の
拡張スーパーフレーム ESFまたは E1用の巡回冗長検査タイプ 4 CRC4に自動的に設
定されます。回線コードは、T1の場合はバイナリ8ゼロ置換 (B8ZS)、E1の場合は高
密度バイポーラC (HDB3)に自動的に設定されます。 nomodeatmコマンドを入力して
ATMモードを解除すると、ATMインターフェイス 0は削除されます。

Cisco MC3810では、ATMモードはコントローラ 0 (T1または E1 0)でのみサポートさ
れています。

（注）

modeatmキーワードなしの aimコマンドは、ソフトウェアを使用して ATMセグメ
ンテーションおよび再構築 (再構築)を行います。これは Cisco 2600シリーズWICス
ロットでのみサポートされており、ネットワークモジュールスロットではサポートさ

れていません。

atm

(オプション)このコントローラーの構成は、ATM SAR用に指定されたスロットの
Advanced Integration Module (AIM)を使用します。 aimキーワードは、Cisco MC3810
および Cisco IAD2420シリーズ IADには適用されません。

aim

(オプション)ルーターシャシーの AIMスロット番号です。 Cisco 2600シリーズの場
合、AIMスロット番号は 0です。Cisco 3660の場合、AIMスロット番号は 0または 1
です。

aim-slot

CASモードは Cisco 2600シリーズWICスロットのみです。このWICスロットの T1
または E1は、T1または E1音声をサポートするようにマッピングされています (DS0
グループまたは PRIグループで設定されます)。

CASモードは、コントローラー 0とコントローラー 1の両方でサポートされていま
す。

cas
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(G.SHDSL WICを使用する Cisco 2600XMシリーズのみ)コントローラを T1モードに
設定し、T1インターフェイスを作成します。

コントローラーを T1モードに設定すると、コントローラーのフレーミングは T1の
ESFに自動的に設定されます。 T1の回線コードは B8ZSに自動的に設定されます。

t1

(G.SHDSL WICを使用する Cisco 2600XMシリーズのみ)コントローラを E1モードに
設定し、E1インターフェイスを作成します。

コントローラを E1モードに設定すると、コントローラのフレームは自動的に E1の
CRC4に設定されます。回線コードは、E1の HDB3に自動的に設定されます。

e1

コマンドデフォルト コントローラモードが設定されていません。

コマンドモード
コントローラの設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。11.3 MA

このコマンドのサポートが Simple Gateway Control Protocol (SGCP)およびMedia
Gateway Control Protocol (MGCP)に拡張されました。

12.1(5)XM

このコマンドがCisco IOS Release 12.2(2)Tに統合され、Cisco 7200シリーズに実装
されました。

12.2(2)T

サポートが Cisco 2600シリーズと Cisco 3660に拡張されました。aimキーワード
とaim-slot引数が追加されました。コマンドの括弧で囲まれた修飾子は、「Voice
over ATM」から「T1/E1コントローラー」に変更されました。

12.2(2)XB

このコマンドが Cisco IAD2420シリーズに実装されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco AS5300および Cisco AS5850に実装されました。12.2(11)T

このコマンドが Cisco 2691および Cisco 3700シリーズに実装されました。12.2(15)T

Cisco 2600シリーズおよびCisco 3700シリーズルーターでのサポートが拡張され、
DSLフレームモードの設定とT1/E1フレームサポートの追加が可能になりました。

12.3(4)XD

Cisco IOS Release 12.3(4)XDで追加されたサポートが Cisco IOS Release 12.3(7)Tに
統合されました。

12.3(7)T

使用上のガイドライン このコマンドには、次のプラットフォーム別の使用ガイドラインがあります。

• Cisco 2600シリーズ、Cisco 3660ルーター、または Cisco 3700シリーズで、ATM処理に
AIMを使用するものは、atmaim aim-slotコマンドを使用してください。
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• DSP処理に AIMを使用し、DS0グループを指定する Cisco 2600シリーズルーターで音声
にWICスロットを使用する場合、modecasコマンドを使用する必要があります。このコ
マンドは、ネットワークモジュールが使用されている場合には適用されません。

• DSPリソースのためだけに AIMを使用する Cisco 3660ルーターまたは Cisco 3700シリー
ズはこのコマンドを使用しないでください。

•音声用WICスロットを使用する Cisco 2600シリーズルーターでは、modeatmコマンドを
aimキーワードなしで実行すると、ソフトウェアの ATMセグメンテーションとリアセン
ブルを指定します。 aimキーワードと modeatmコマンドを同時に使用すると、AIMは
ATMセグメンテーションと再構成を実行します。

• Cisco MC3810ルーターは aimキーワードを使用できません。

•デジタル音声モジュール (DVM)を持つ Cisco MC3810ルーターは、いくつかの DS0を異
なるシグナリングモード専用に使用します。同じネットワークトランク上で異なるアプリ

ケーション (音声とデータなど)を混合する場合、DS0チャネルには以下の制限がありま
す。

• E1コントローラーでは、DS0 16は、構成されているモードに応じて、CASまたは共
通チャネル信号 (CCS)のいずれかに排他的に使用されます。

• T1コントローラでは、DS0 24は CCSに排他的に使用されます。

• Cisco MC3810 --モードが選択されていない場合、チャネルグループおよびクリアチャネ
ル (データモード)は、それぞれ channelgroupおよび tdm-groupコマンドを使用して作成
できます。

• Cisco MC3810は、Cisco 2600シリーズ、Cisco 3660、および Cisco 3700シリーズの
AIM-ATM、AIM-VOICE-30、および AIM-ATM-VOICE-30機能ではサポートされていませ
ん。

• Cisco 2600シリーズおよびCisco 3700シリーズルーターで、ATMモードのDSLコントロー
ラを設定する場合、モードはCOとCPEの両方で同じモードに設定する必要があります。
両側が ATMモードに設定されている必要があります。

• nomodeatmコマンドを使用して、ATMモードを終了すると、ルーターを直ちにリブー
トして、モードをクリアします。

• Cisco 2600シリーズおよび Cisco 3700シリーズルーターで DSLコントローラを T1または
E1モードで設定する場合、モードは COと CPE側で同一に設定する必要があります。

例 次の例では、コントローラ T1 0に、ATMモードを設定します。この手順は、Voice
over ATMに必要です。

Router(config)# controllerT1 0
Router(config-controller)# mode atm

次の例では、ATMセグメンテーションと再構成のためにスロット 0の AIMを使用し
て、Cisco 2600シリーズルータのコントローラ T1 1/0に、ATMモードを設定します。
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Router(config)# controllert1 1/0
Router(config-controller)# mode atm aim 0

次の例では、Cisco 2600シリーズルーターのコントローラ T1 1に CASモードを設定
します。

Router(config)# controllerT1 1
Router(config-controller)# mode cas

次の例では、DSLコントローラに ATMモードを設定します。

Router(config)# controllerdsl 3/0
Router(config-controller)# mode atm

次の例では DSLコントローラーに T1モードを設定します。

Router(config)# controllerdsl3/0
Router(config-controller)# mode t1

関連コマンド 説明コマンド

コントローラ T1 0または E1 0の音声チャネルのタイムスロットを定義し
ます。

チャネルグルー

プ

TDMクロスコネクトのクリアチャネルグループ (パススルー)を作成する
ためのタイムスロットのリストを設定します。

tdm-group
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mode border-element
border-element構成で使用されるコマンドのセットを有効にするには、音声サービス VoIP構成
モードでmodeborder-elementコマンドを使用します。 border-elementの設定で使用される一連
のコマンドを無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モードborder-element license [capacityセッション|周期性 {分値|時間値|日間値}]
いいえモードborder-element

構文の説明 (オプション) Cisco Unified Border Element (UBE)のライセンス容量を設定しま
す。

license
capacity

(オプション) border-element設定で有効になっているライセンス数。範囲は 0
から 999999です。

sessions

(オプション) Cisco Unified Border Element (UBE)のライセンス権限付与リクエ
ストの間隔を設定します。デフォルトは 7日間です。

周期性

(オプション)ライセンス周期設定が適用される分数です。指定できる範囲は
1から 59です。

分

(オプション)ライセンス周期設定が適用される時間数です。指定できる範囲
は 1から 23です。

時間

(オプション)ライセンス周期設定が適用される日数です。指定できる範囲は
1から 30です。

日間

コマンドモード voice service voip configuration (conf-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

• Yangモデルのサポートを導入しました。

• The capacity keyword and sessions argument were deprecated.

• periodocityキーワードと対応する引数が導入されました。

Cisco IOS XE Amsterdam
17.2.1r

コマンドが変更されました。 licensecapacity keyword and the
sessions引数が追加されました。

15.2(1)T

このコマンドが導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1rより、 capacityキーワードと sessions引数は非推奨となりまし
た。しかし、キーワードと引数はコマンドラインインターフェイス (CLI)では利用できます。
CLIを使用してライセンス容量を設定しようとすると、以下のエラーメッセージが表示されま
す。
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エラー: CUBE SIP トランクのライセンスは、動的なセッション カウントに基づいています。 静的ラ

イセンス容量の設定は非推奨となりました。

現在のリリースでライセンス容量を設定している場合、Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1r以降の
リリースにアップグレードする際には、ライセンス容量のカウントは無視され、

modeborder-elementコマンドのみが設定されます。

Cisco IOSXEAmsterdam 17.2.1r以前のリリースでは、ライセンス容量がmodeborder-elementコ
マンドで設定されている場合にのみ、CiscoUBEステータスの表示が有効になります。ライセ
ンス容量の設定を行わないと、 showキューブステータスコマンドで出力が表示されません。
この依存関係は Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1r以降のリリースで削除されます。

ライセンス権限付与の間隔を分、時間、または日で設定できます。ライセンスの権利取得間隔

のデフォルト値は7日です。

間隔を日数で設定することを推奨します。間隔を分または時間で設定すると、権利取得のリク

エストの頻度が増加するため、Cisco Smart SoftwareManager (CSSM)の処理負荷が増加します。
分または時間のライセンスの周期設定は、Cisco Smart Software Manager On-Prem (以前の Cisco
Smart Software Managerサテライト)モードでのみ使用することをお勧めします。

間隔を分または時間で構成しようとすると、次の警告が表示されます。

警告: 分/時間の定期的間隔により、ライセンスリクエストが頻繁に発生するようになるため、ライセン

スマネージャーのサテライトモードと一緒に使用することを推奨します。続行しますか? [確認]

modeborder-elementまたは nomodeborder-elementコマンドを有効にするには、実行中の構成
ファイルを保存し、コマンドの入力後にルーターを再ロードする必要があります。コマンドが

入力されると、CLIは次の通知を表示します。

この設定の変更を有効にするには、ルーターを保存してリロードする必要があります。

ルーターをリロードしないと、modeborder-elementまたは noborder-element modeコマンドは
有効ではありません。またborder-element設定で使用されるコマンドの可用性にも影響はあり
ません。

showrunning-configコマンドの出力には、 border-element modeまたは no border-element mode
コマンドが表示されます。リロードが完了していなくても、どちらのコマンドも有効ではあり

ません。

（注）

例 次の例では、 Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1rより前のリリースのライセンス容量を、
modeborder-elementコマンドを使用してCisco UBEステータス表示を有効にする方法
を示します。

Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# mode border-element license capacity 100
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次の例は、 Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1r以降のリリースでライセンスの周期性を設
定する方法を示しています。

Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# mode border-element license periodicity days 15

定期を分または時間で設定した場合、次の警告メッセージが表示されます。

Router(config)# voice service voip
Router(conf-voi-serv)# mode border-element license periodicity mins 30

Warning: Periodicity interval of mins/hours would result in frequent licensing requests
and should be used with satellite mode of license manager, continue? [confirm]

関連コマンド 説明コマンド

音声圧縮を指定します。コーデック(音声ポー
ト)

使用されるコーデックに基づいて、コールの密度とコーデックの複

雑度を指定します。

コーデック複雑度

メディアパケットが IP-IPゲートウェイの介入なしにエンドポイント
間で直接通過できるようにします。また、着信ダイヤルピアまたは

発信ダイヤルピアのいずれかでの音声コールスコアリングに対して、

着信および発信 IP-IPコールゲイン/ロス機能を有効にします。

メディア

Cisco UBEステータス、ソフトウェアバージョン、ライセンス容量
、イメージバージョン、ルーターのプラットフォーム名を表示しま

す。

show cube status

ダイヤルピアのコーデック設定を表示します。showdialpeervoice

ルーターで現在実行中の構成ファイルの内容を表示します。showrunning-config

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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mode ccs
T1/E1コントローラを設定して共通チャネル信号 (CCS)クロスコネクトまたはCCSフレーム転
送をサポートするには、グローバルコンフィギュレーションモードで mode ccsコマンドを使
用します。コントローラでCCSクロスコネクトまたはCCSフレーム転送のサポートを無効に
するには、このコマンドの no形式を使用します。

モードccs {cross-connect | frame-forwarding}
いいえモードccs {cross-connect | frame-forwarding}

構文の説明 コントローラで CCSクロス接続を有効にします。クロス-接続

コントローラでCCSフレーム転送を有効にします。フレーム-転
送

コマンドデフォルト CCSモードが設定されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco MC3810に追加されました。12.0(2)T

このコマンドがCisco 2600シリーズおよびCisco 3600シリーズに実装されました。12.1(2)XH

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(3)Tに統合されました。12.1(3)T

使用上のガイドライン AIM-ATM、AIM-VOICE-30またはAIM-ATM-VOICE-30モジュールがインストールされたCisco
2600シリーズルーターおよび Cisco 2600XMシリーズルーターでは、チャネルグループ設定
は、nomodeccsframe-forwardingコマンドを入力する前に削除する必要があります。この制限
は、Cisco 3600シリーズルーターまたは Cisco 3700シリーズルーターには適用されません。

例 コントローラ T1 1で CCSクロスコネクトを有効にするには、次のコマンドを入力し
ます。

controller T1 1
mode ccs cross-connect

コントローラ T1 1で CCSフレーム転送を有効にするには、次のコマンドを入力しま
す。

controller T1 1
mode ccs frame-forwarding
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関連コマンド 説明コマンド

CCSフレーム転送をサポートするように設定されたインターフェイスで、CCS接
続を設定します。

ccsconnect

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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モデムパススルー (ダイヤルピア)
特定のダイヤルピアに対してVoIP上のモデムパススルーを有効にするには、ダイヤルピア設定
モードでmodemパススルーコマンドを使用します。特定のダイヤルピアのモデムパススルー
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムパススルー {システム |nse[ペイロードタイプnumber]コーデック {g711ulaw |g711alaw}[冗
長性]}
いいえモデムパススルー

構文の説明 デフォルトではグローバル設定が使用されます。システム

ゲートウェイ間のコーデックスイッチオーバーの通信に名前付きシグ

ナリングイベント NSEを使用することを指定します。
nse

(オプション) NSEペイロードタイプ。範囲はプラットフォームによっ
て異なりますが、ほとんどのプラットフォームでは96から119です。
詳細については、コマンドラインインタフェース (CLI)のヘルプを参
照してください。デフォルトは 100です。

ペイロード-タイプ番
号

高速化のためのコーデックの選択。コーデック

T1のコーデック G.711 u-law 64000ビット/秒。g711ulaw

E1のコーデック G.711 a-law 64000ビット/秒。g711alaw

(オプション)パケットの 1回の繰り返し (RFC 2198を使用)を有効にし
て、パケット損失から保護することで信頼性を向上させます。

冗長性

コマンドデフォルト payload-typenumber:100

コマンドモード
ダイヤルピアコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが Cisco AS5300に追加されました。12.1(3)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850。

12.2(11)T

使用上のガイドライン 単一のダイヤルピアに対して、VoIP上のファックスパススルーを個別に有効にするには、こ
のコマンドを使用します。発信ゲートウェイと着信ゲートウェイで、すべてのオプションに同

じ値を使用します。
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FAXパススルーは、着信 T.30 FAXデータが、パケットネットワークを通過するために、復号
または圧縮されていない場合に発生します。確立されたVoIPコール中にファックストーンが
検出されると、ゲートウェイは音声コーデックと設定を中断し、ファックスセッションの間、

パススルーパラメータをロードすることにより、ファックスパススルーモードに切り替えま

す。コーデックの切り替えは高速化と呼ばれ、通話に必要な帯域幅をG.711に相当するものに
変更します。

systemキーワードは、ダイヤルピアの構成を上書きし、グローバル構成からの値がこのダイヤ
ルピアに使用されるように指示します。 systemキーワードが使用されている場合、次のパラ
メータは利用できません: nse、 payload-type、コーデック、および redundancyです。

modempassthrough(音声サービス)コマンドを使用して、すべてのダイヤルピアでグローバルに
パススルーオプションを一度に設定できます。 modempassthrough(音声サービス)コマンドを
使用してすべてのダイヤルピアのパススルーオプションを設定し、modempassthrough(ダイヤ
ルピア)コマンドが特定のダイヤルピアで使用される場合、そのダイヤルピアの設定はグロー
バル設定より優先されます。

例 次の例では、特定のダイヤルピアに VoIP上のファックスパススルーを設定します:

dial-peer voice 25 voip
modem passthrough nse codec g711ulaw redundancy

関連コマンド 説明コマンド

ダイヤルピア設定モードを開始します。dial-peervoice

VoIP上のファックスまたはモデムのパススルーをすべて
のダイヤルピアに対してグローバルに有効にします。

modempassthrough（音声サービ
ス）

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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modem passthrough (voice-service)
VoIP上のファックスまたはモデムのパススルーをすべてのダイヤルピアに対してグローバル
に有効にするには、モデムパススルー音声サービス設定モードでコマンドを入力します。FAX
またはモデムのパススルーを無効にするには、無形式で指定します。

Cisco 2600シリーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、Cisco AS5300
モデムパススルーnse[ペイロードタイプ数]コーデック {g711ulaw | g711alaw}[冗長性[最大セッ
ション数セッション]]
いいえモデムパススルー

Cisco AS5350、Cisco AS5400、Cisco AS5850、Cisco AS5350XM、Cisco AS5400XM、Cisco VGD
1T3
モデムパススルー {nse |protocol}[ペイロードタイプnumber]コーデック {g711ulaw | g711alaw}[冗
長性[最大セッション数セッション][サンプル継続時間[10 | 20]]]
いいえモデムパススルー

構文の説明 ゲートウェイ間のコーデックスイッチオーバーの通信に使用される

名前付きシグナリングイベント (NSE)を指定します。
nse

(オプション)NSEペイロードタイプを指定します。範囲はこのキー
ワードによって異なりますが、ほとんどのプラットフォームで96-119
です。詳細については、コマンドラインインタフェース (CLI)のヘ
ルプを参照してください。デフォルト値は 100です。

payload-typenumber

高速化のためのコーデックの選択を構成します。コーデック

T1にコーデック G.711 mu-law、64000ビット/秒を設定します。g711ulaw

E1にコーデック G.711 A-law、64000ビット/秒を設定します。g711alaw

(オプション)パケットの単一の繰り返しを指定し (RFC 2198を使
用)、パケット損失から保護することで信頼性を向上させます。

冗長性

(オプション)同時パススルーセッションの最大数を指定します。範
囲とデフォルトはプラットフォームによって異なります。詳細につ

いては、CLIヘルプを参照してください。

maximum-sessionssessions

Session Initiation Protocol (SIP)/H.323プロトコルを設定します、これ
は信号モデムパススルーに使用されます。

プロトコル

(オプション)パケット冗長性がアクティブなときの最大のReal-time
Transport Protocol (RTP)パケットの持続時間を指定します。単位は
ミリ秒です。キーワードはプラットフォームによって異なります

が、 10または 20のどちらかです。デフォルトは 10です。

サンプル-継続時間

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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コマンドデフォルト コマンドが無効になっているため、FAXまたはモデムのパススルーは実行されません。

コマンドモード
Voice-service configuration (conf-voi-serv)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco AS5300に導入されました。12.1(3)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3600シリーズ、Cisco 3700シリーズ、Cisco AS5350、Cisco AS5400、および Cisco
AS5850。サンプル継続時間キーワードが追加されました。

12.2(11)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco AS5350XM、Cisco
AS5400XM、および Cisco VGD 1T3 protocolキーワードが追加されました。

12.4(24)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、VoIP上のファックスまたはモデムのパススルーをすべてのダイヤ
ルピアに対してグローバルに有効にします。発信ゲートウェイと着信ゲートウェイで、すべて

のオプションに同じ値を使用します。

Cisco IOS Release 12.4(24)Tでは、 modempassthroughprotocolコマンドは SIPシグナリングで
のみサポートされています。

モデムパススループロトコルおよびファックスプロトコルコマンドを同時に設定することは

できません。もう一方がすでに設定されている状態でこれらのコマンドのいずれか1つを入力
すると、コマンドラインインターフェイスはエラーメッセージを返します。エラーメッセー

ジは確認の通知としての役割を果たします。モデムパススループロトコルコマンドは内部的

にファックスプロトコルパススルーコマンドと同じようにCisco IOSソフトウェアによって扱
われます。例えば、モデムパススループロトコルコマンドが設定されている場合、他のFAX
プロトコルモード（例えば、FAXプロトコルT.38）は動作できません。

（注）

Ciscoは、音声モデムを使用してサードパーティベンダーを相互運用する modem pass through
protocol codec g711alawコマンドの以下のプロトコルには対応していません:

• ITU-T V.152
•モデムパススルーの設定標準

• Sdp属性 "a=silenceSupp:off -"に基づくプロトコルベースのモデムパススルーのアップス
ピード

（注）
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モデムパススループロトコルおよびファックスプロトコルパススルーコマンドは内部で同じ

ように扱われます。モデムパススループロトコルコマンドをモデムパススルーnsコマンドに
変更すると、設定されているファックスプロトコルパススルーコマンドは自動的にデフォル

トにリセットされません。faxプロトコルコマンドのデフォルト設定が必要な場合は、特に fax
プロトコルを設定する必要があります。

（注）

FAXパススルーは、着信 T.30 FAXデータが、パケットネットワークを通過するために、復号
または圧縮されていない場合に発生します。確立されたVoIPコール中にファックストーンが
検出されると、ゲートウェイは音声コーデックとコンフィギュレーションを中断し、ファック

スセッションの間、パススルーパラメータをロードすることにより、ファックスパススルー

モードに切り替えます。コーデックの切り替えは高速化と呼ばれ、通話に必要な帯域幅をG.711
に相当するものに変更します。

voiceservicevoipおよび modemrelaynseコマンドを終端ゲートウェイで使用して、NSEを用い
たモデムリレーをグローバルに設定する場合、各着信がVoIPダイヤルピアーと関連付けられ、
グローバルFAXまたはモデムの設定を取得することを確認する必要があります。 incoming
called-numberコマンドを使用して、着信で照合する番号のシーケンスを指定することで、通
話をダイヤルピアに関連付けます。次のコマンドを使用することで、すべての通話が少なくと

も 1つのダイヤルピアと一致するようにできます。

Device(config)# dial-peer voicetagvoip
Device(config-dial-peer)# incoming called-number

modemパススルー(dialピア)コマンドを使用すると、個々のダイヤルピアにパススルーオプショ
ンを設定できます。modempassthrough(voice-service)コマンドを使用してすべてのダイヤルピ
アのパススルーオプションを設定し、modempassthrough(dialpeer)コマンドが特定のダイヤル
ピアで使用される場合、その特定のダイヤルピアの設定はグローバル設定より優先されます。

例 次に、G.711 mu-lawコーデックを使用して、NSEペイロードタイプ 101にモデムパ
ススルーを設定する例を示します。

voice service voip
modem passthrough nse payload-type 101 codec g711ulaw redundancy maximum-sessions 1

関連コマンド 説明コマンド

すべての VoIPダイヤルピアに使用されるグローバルな既定
の FAXプロトコルを指定します。

faxprotocol(voice-service)

特定のダイヤルピアと照合するための着信呼び出し番号を定

義します。

incomingcalled-number

特定のダイヤルピアに対し、FAXまたはモデムの VoIPパス
スルーを有効にします。

モデムパススルー(ダイヤルピ
ア)
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説明コマンド

ボイスサービスコンフィギュレーションモードを開始し、

音声カプセル化タイプを指定します。

voiceservicevoip
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モデムリレー (dial peer)
特定のダイヤルピアにModem Relay over VoIPを設定するには、ダイヤルピア設定モードで
modemrelayコマンドを使用します。特定のダイヤルピアに対して VoIP上のモデムリレーを
無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムリレー {nse[ペイロードタイプ数]コーデック {g711alaw | g711ulaw}[冗長性] |システ
ム}GW制御
いいえモデムリレー {nse | system}

構文の説明 名前付きシグナリングイベント (NSE)。nse

(オプション) NSEペイロードタイプ。値の範囲は 98～ 119です。デフォ
ルトは 100です。

payload-typenumber

スピーチまたは音声信号のアップスピード音声圧縮の選択を設定します。

アップスピードの方法は、ネットワークの状況に合わせてコーデックの種

類と速度を動的に変更するために使用されます。音声とデータの両方の

コールをサポートする場合はより速いコーデックが、音声トラフィックの

みをサポートする場合はより遅いコーデックが必要になる場合がありま

す。

コーデック

コーデック G.711 mu-law 64,000ビット/秒 (bps)、T1。g711ulaw

コーデック G.711 a-law 64,000 bps E1用。g711alaw

（オプション）モデムトラフィック用のパケット冗長性（RFC 2198）。
パススルー中にモデムトラフィックの冗長パケットを送信します。

冗長性

このデフォルト設定は、VoIPのボイスサービス設定モードでmodemrelay
コマンドで設定したグローバル構成パラメータを使用します。

システム

モデムリレーパラメータを確立するための、ゲートウェイが設定した方法

を指定します。

gw-制御

コマンドデフォルト Ciscoモデムリレーが無効になっています。ペイロードタイプ: 100

コマンドモード
ダイヤルピア構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 7200シリーズ、および Cisco AS5300。

12.2(11)T
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変更リリー

ス

gw-controlledキーワードが追加されました。12.4(4)T

この機能が Cisco 1700シリーズおよび Cisco 2800シリーズに実装されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドは VoIPダイヤルピアに適用されます。このコマンドを使用して、特定のダイヤ
ルピアにModem Relay over VoIPを設定します。

以下のように、発信側と着信側のゲートウェイに同じコーデックタイプを使用します:

• T1は G.711 mu-lawコーデックを必要とします。

• E1には G.711 a-lawコーデックが必要です。

systemキーワードは、ダイヤルピアの設定を上書きし、VoIP音声サービス構成モードの
modemrelayコマンドの値が使用されます。

voiceservicevoipおよび modemrelaynseコマンドを終端ゲートウェイで使用して、NSEを用い
たモデムリレーをグローバルに設定する場合、各着信がVoIPダイヤルピアーと関連付けられ、
グローバルFAXまたはモデムの設定を取得することを確認する必要があります。 incoming
called-numberコマンドを使用して、着信で照合する番号のシーケンスを指定することで、通
話をダイヤルピアに関連付けます。次のコマンドを使用することで、すべての通話が少なくと

も 1つのダイヤルピアと一致するようにできます。

Router(config)# dial-peer voice tag voip
Router(config-dial-peer)# incoming called-number .

例 次の例は、G.711 mu-lawコーデックを使用して特定のダイヤルピアーに設定された
Ciscoモデムリレー、冗長性を有効にする、およびゲートウェイ制御のネゴシエーショ
ンパラメータを示しています。

Router(config-dial-peer)# modem relay nse codec g711ulaw redundancy gw-controlled

関連コマンド 説明コマンド

特定のダイヤルピアと照合するための着信呼び出し番号を定

義します。

incomingcalled-number

VoIP上のファックスまたはモデムのパススルーをすべてのダ
イヤルピアに対してグローバルに有効にします。

モデムパススルー(音声サービ
ス)

VoIP上のファックスまたはモデムのパススルーをすべてのダ
イヤルピアに対してグローバルに有効にします。

モデムリレー(音声サービス)

音声サービスコンフィギュレーションモードを開始し、音

声カプセル化タイプを指定します。

voiceservicevoip
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モデムリレー (音声サービス)
すべての接続にModem Relay over VoIPを設定するには、VoIP設定モードで modemrelayコマ
ンドを使用します。すべての接続でVoIPモデムリレーを無効にするには、このコマンドの no
形式を使用します。

モデムリレーnse[ペイロードタイプnumber]コーデック {g711ulaw | g711alaw}[冗長性[最大セッ
ション数値]]GW制御
いいえモデムリレーnse

構文の説明 名前付きシグナリングイベント (NSE)。nse

(任意) NSEペイロードタイプ。値の範囲は 98～ 119です。デフォルト
は 100です。

payload-typenumber

スピーチまたは音声信号のアップスピード音声圧縮の選択を設定します。

アップスピードメソッドは、ネットワークの状況に合わせてコーデック

の種類と速度を動的に変更するために使用されます。音声とデータの両

方のコールをサポートする場合はより速いコーデックが、音声トラフィッ

クのみをサポートする場合はより遅いコーデックが必要になる場合があ

ります。

コーデック

コーデック G.711m u-law 64,000ビット/秒 (bps)、T1用。g711ulaw

コーデック G.711 a-law 64,000 bps E1用。g711alaw

（オプション）モデムトラフィック用のパケット冗長性（RFC 2198）。
パススルー中にモデムトラフィックの冗長パケットを送信します。

冗長性

(オプション)最大冗長同時モデムリレーパススルーセッション。範囲は
1から10000までです。デフォルトは 16です。Cisco AS5300の推奨値は
26です。

最大セッションの

値

モデムリレーパラメータを確立するための、ゲートウェイが設定した方

法を指定します。

GW制御

コマンドデフォルト Ciscoモデムリレーが無効になっています。 Payload type: 100.

コマンドモード
音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 7200シリーズ、および Cisco AS5300。

12.2(11)T
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変更リリー

ス

gw-controlledキーワードが追加されました。12.4(4)T

この機能が Cisco 1700シリーズおよび Cisco 2800シリーズに実装されました。12.4(6)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用してModem Relay over VoIPを設定します。このコマンドのデフォルトの
動作は noモデムリレーです。 modemrelayダイヤルピア構成コマンドによる VoIPダイヤルピ
アのモデムリレーの構成は、dial-peerコマンドが設定されている特定の VoIPダイヤルピアに
対して、この音声サービスコマンドを上書きします。

発信ゲートウェイと着信ゲートウェイの両方で同じペイロードタイプ番号を使用します。

以下のように、発信側と着信側のゲートウェイに同じコーデックタイプを使用します:

• T1は G.711 mu-lawコーデックを必要とします。

• E1には G.711 a-lawコーデックが必要です。

オプションのパラメータ、maximum-sessionsキーワードは、modemrelayコマンドのためのも
のです。このパラメータは、冗長性のある同時モデムリレーセッションの最大数を指定しま

す。maximum-sessionsキーワードの推奨値は16です。値は1から10000の範囲で設定できます。
maximum-sessionsキーワードは、redundancyキーワードが使用されている場合にのみ適用さ
れます。

voiceservicevoipおよび modemrelaynseコマンドを終端ゲートウェイで使用して、NSEを用い
たモデムリレーをグローバルに設定する場合、各着信がVoIPダイヤルピアーと関連付けられ、
グローバルFAXまたはモデムの設定を取得することを確認する必要があります。 incoming
called-numberコマンドを使用して、着信で照合する番号のシーケンスを指定することで、通
話をダイヤルピアに関連付けます。次のコマンドを使用することで、すべての通話が少なくと

も 1つのダイヤルピアと一致するようにできます。

Router(config)# dial-peer voicetagvoip
Router(config-dial-peer)# incoming called-number .

例 次に、G.711 mu-lawコーデックを使用して NSEペイロードタイプ 101で Ciscoモデム
リレーを有効にし、冗長性とゲートウェイ制御のネゴシエーションパラメータを有効

にする例を示します。

Router(conf-voi-serv)# modem relay nse payload-type 101 codec g711ulaw redundancy
maximum-sessions 1 gw-controlled

関連コマンド 説明コマンド

特定のダイヤルピアと照合するための着信呼び出し番号を定義

します。

incomingcalled-number
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説明コマンド

特定の VoIPダイヤルピア上にモデムリレーを構成します。モデムリレー(ダイヤルピア)
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modem relay gateway-xid
2つの VoIPゲートウェイ間の圧縮パラメータの帯域内ネゴシエーションを有効にするには、
modemrelaygateway-xidをダイヤルピアまたは音声サービス設定モードで使用します。この機
能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムリレーゲートウェイ xid[compress {backward | both | forward | no}][[辞書値]][[文字列
の長さ値]]
いいえモデムリレーgateway-xid

構文の説明 (オプション)データフローが圧縮される方向です。通常のダイヤルアップの場
合、圧縮は両方向で有効にする必要があります。

1つまたは複数の方向の圧縮を無効にする場合があります。これは通常、テスト
中およびおそらくゲームアプリケーションに対して行われますが、圧縮が両方

向に有効になっている通常のダイヤルアップでは行われません。

• backward--後方の圧縮のみを有効にします。

•両方向--両方向の圧縮を有効にします。通常のダイヤルアップでは、これ
が推奨される設定です。これはデフォルトです。

• forward--順方向の圧縮のみを有効にします。

• No --両方向の圧縮を無効にします。

（注）

圧縮、辞書、および文字列の長さの引数は、任意の順序で入力できます。

compress

(オプション) V.42 bisパラメータで、圧縮アルゴリズムの特性を指定します。値
の範囲は 512～ 2048です。デフォルトは 1024です。

（注）

お使いのモデムは、この範囲より大きい値をサポートしている場合があります。

双方が受け入れ可能な値は、モデムコールのセットアップ時にネゴシエートさ

れます。

辞書値

(オプション) V.42 bisパラメータで、圧縮アルゴリズムの特性を指定します。値
の範囲は 16～ 32です。デフォルトは 32です。

（注）

お使いのモデムは、この範囲より大きい値をサポートしている場合があります。

双方が受け入れ可能な値は、モデムコールのセットアップ時に協議されます。

文字列長さ

値

コマンドデフォルト コマンド:有効圧縮:両方辞書: 1024文字列の長さ: 32
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コマンドモード
ダイヤルピア構成音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 7200シリーズ、および Cisco AS5300。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドは、モデムリレーのXIDネゴシエーションを有効にします。既定では有効になっ
ています。

このコマンドがネットワークの両方の VoIPゲートウェイで有効な場合、ゲートウェイは、さ
まざまな圧縮パラメータのインバンドネゴシエーションに従事する必要があるかどうかを判断

します。このコマンドの残りのキーワードは、以降のインバンドネゴシエーションでのこの

ゲートウェイのネゴシエーションポスチャを指定します (インバンドネゴシエーションが 2つ
のゲートウェイによって合意されていると想定)。

残りのパラメータは、後続のインバンドネゴシエーションステップでのこのゲートウェイの

ネゴシエーションポスチャを指定します (インバンドネゴシエーションが 2つのゲートウェイ
によって合意されていると想定)。

compress、dictionary、および string-lengthキーワードはデジタル信号プロセッサ (DSP)固有
で、xidネゴシエーションに関連します。このコマンドが無効になっている場合、それらはす
べて無関係です。アプリケーション (MGCPまたは H.323)はこれらの設定値を DSPに渡すだ
けで、DSPがそれらを必要とします。

例 次の例では、両方向の圧縮、辞書サイズ 1024、圧縮アルゴリズムの文字列長 32で、
VoIPゲートウェイの圧縮パラメータのインバンドネゴシエーションを有効にします。

modem relay gateway-xid compress both dictionary 1024 string-length 32

関連コマンド 説明コマンド

モデムリレートランスポートプロトコルと IPネットワー
ク全体での一方向の推定遅延を最適化します。

mgcpmodemrelayvoipgateway-xid

MGCP VoIPコールのゲートウェイでモデムリレーモード
サポートを有効にします。

mgcpmodemrelayvoipmode

SPRTプロトコルが切断されるまでにパケット送信を試みる
最大回数を設定します。

mgcpmodemrelayvoipsprtretries

TSEのゲートウェイ間の通信に必要なModemRelay overVoIP
をMGCPを使用して有効にします。

mgcptsepayload
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モデムリレー遅延
Modem Relay Transport Protocolと IPネットワーク全体での単方向の予測遅延を最適化するに
は、モデムリレー遅延コマンドをダイヤルピアまたは音声サービス構成モードで使用します。

この機能を無効にするには、 no形式でこのコマンドを使用します。

モデムリレー遅延値

いいえモデムリレー遅延

構文の説明 IPネットワーク全体での推定単方向遅延です (ミリ秒単位)。値の範囲は 100～ 1000です。
デフォルトは 200です。

値

コマンドデフォルト 200 ms

コマンドモード
ダイヤルピア構成と音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 7200シリーズ、および Cisco AS5300。

12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、必要に応じて、IPネットワーク全体での予測される一方向遅延 (ミ
リ秒単位)に値を設定することで、SPRTプロトコルの再送信タイマーを調整します。この値
を変更すると、モデムリレー呼び出しのスループットまたは遅延の特性に影響を与える可能性

があります。ほとんどのネットワークではデフォルト値の200を変更する必要はありません。

例 次の例では、IPネットワークでの推定一方向遅延を 100 msに設定しています。

Router(config-dial-peer)# modem relay latency 100

関連コマンド 説明コマンド

Modem Relay Transport ProtocolおよびMGCPを使用する IP
ネットワークでの単方向の推定遅延を最適化します。

mgcp modem relay voip latency

MGCP VoIPコールのゲートウェイでモデムリレーモードサ
ポートを有効にします。

mgcp modem relay voip mode

SPRTプロトコルが切断されるまでにパケット送信を試みる
最大回数を設定します。

mgcpmodem relay voip sprt retries
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説明コマンド

TSEのゲートウェイ間の通信に必要なModem Relay over VoIP
をMGCPを使用して有効にします。

mgcp tse payload

MBCPを使用する2つのVoIPゲートウェイ間の圧縮パラメー
タの帯域内ネゴシエーションを有効にします。

modem relay gateway-xid
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modem relay sprt retries
SPRTプロトコルが切断されるまでにパケットの送信を試みる最大回数を設定するには、ダイ
アルピアまたは音声サービス設定モードでモデムリレー sprt再試行コマンドを使用します。こ
の機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムリレーsprt再試行値
いいえモデムリレーsprt再試行

構文の説明 切断する前に、SPRTプロトコルがパケットの送信を試みる最大回数。範囲は 6～ 30で
す。デフォルトは 12です。

値

コマンドデフォルト 12回

コマンドモード
ダイヤルピア構成と音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました:Cisco2600シリーズ、Cisco
3620、Cisco 3640、Cisco 3660、Cisco 7200シリーズ、および Cisco AS5300。

12.2(11)T

例 次の例では、SPRTプロトコルが切断する前にパケットの送信を試みる最大回数として
15を設定します。

modem relay sprt retries 15

関連コマンド 説明コマンド

MGCP VoIPコールのゲートウェイでモデムリレーモードサ
ポートを有効にします。

mgcp modem relay voip mode

TSEのゲートウェイ間の通信に必要なModem Relay over VoIP
をMGCPを使用して有効にします。

mgcp tse payload

MBCPを使用する 2つのVoIPゲートウェイ間の圧縮パラメー
タの帯域内ネゴシエーションを有効にします。

モデムリレーゲートウェイxid

Modem Relay Transport Protocolおよび IPネットワーク全体で
の単方向の推定遅延を最適化します。

モデムリレー遅延
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modem relay sprt v14
Simple Packet Relay Transport (SPRT)プロトコルで送信されるパケットに V.14モデムリレーの
パラメータを設定するには、modemrelaysprtv14コマンドを音声サービス設定モードで使用で
きます。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムリレーsprtv14[受信する再生保留時間ミリ秒 |送信する保留時間ミリ秒 |送信する最大
hold-count文字]
いいえモデムリレーsprtv14

構文の説明 (オプション) V.14受信キューに着信データを保持する
時間をミリ秒 (ms)で設定します。範囲は 20から 250
msです。デフォルトは 50 msです。

受信再生待機時間ミリ秒

(オプション)最初の文字の準備ができてから SPRTパ
ケットを送信するまでの待ち時間をミリ秒で設定しま

す。範囲は 10から 30 msです。デフォルトは 20 msで
す。

送信保持時間ミリ秒

(オプション)SPRTパケットの送信をトリガーする ISDN
公衆交換電話網 (PSTN)インターフェースで受信される
V.14文字の数を設定します。値の範囲は 8～ 128で
す。デフォルトは 16です。

transmitmaximumhold-countcharacters

コマンドデフォルト V.14モデムリレーのパラメータは、デフォルトのパラメータ値を使用して、デフォルトで有
効になっています。

コマンドモード
音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(4)T

使用上のガイドライン SPRTパケットは、モデム信号をゲートウェイ間で確実に転送するために使用されます。
modemrelaysprtv14コマンドを使用して、 voiceservicevoipコマンドで SPRTパケットトランス
ポートのパラメータを設定します。受信バッファの最大サイズは 500文字で、これはプロビ
ジョニング不可能な制限です。modemrelaysprtv14receiveplaybackhold-timeコマンドを使用し
て、受信キューから文字を削除するまでの最小待機時間を設定します。 PSTNまたは ISDNイ
ンターフェイスで受信した文字は、設定可能な収集時間収集される場合があり、SPRTチャネ
ル 3に送信される前に、これにより、SPRTパケットのサイズが変動する可能性があります。
SPRTパケットの V.14送信パラメータを設定するには、
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modemrelaysprtv14transmithold-timemillisecondsと
themodemrelaysprtv14transmitmaximumhold-countcharactersコマンドを使用します。

パラメータの変更は通話中は有効ではありません。新規の通話にのみ影響します。

SPRTトランスポートチャネル 1はサポートされていません。

stcappregistercapabilityvoice-portmodem-relayコマンドを使用して、特定のデバイスの転送方
法としてモデムリレーを指定します。

例 次に、受信再生ホールドタイム、送信ホールドタイム、および送信ホールドカウント

パラメータの例を示します。

Router(conf-voi-serv)
# modem relay sprt v14 receive playback hold-time 200
Router(conf-voi-serv)
# modem relay sprt v14 transmit hold-time 25
Router(conf-voi-serv)
# modem relay sprt v14 transmit maximum hold-count 10

関連コマンド 説明コマンド

コールコントロール APIを通じて実行パスをトレースします。debugvoipccapiinout

統計、トーン、およびイベントを除く、すべてのVTSPデバッグを表
示します。

debugvtspall

Cisco CallManagerに登録されている特定のデバイスのモデム転送方法
を設定します。

stcappregistercapability

VoIPカプセル化のための音声サービス設定モードを開始します。voiceservicevoip
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modem relay sse
V.150.1モデムリレーのセキュアコールを有効にし、状態シグナリングイベント (SSE)パラ
メータを設定するには、モデムリレー sseコマンドを音声サービス構成モードで使用します。
この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

モデムリレーsse[冗長性][間隔ミリ秒][パケット数][再試行値][t1ミリ秒][v150mer]
いいえモデムリレーsse

構文の説明 (オプション)モデムパススルー時のモデムトラフィックのパケット冗長性を指
定します。デフォルトでは冗長性は無効になっています。

冗長性

(オプション) SSEの冗長転送のタイマーをミリ秒 (ms)で指定します。範囲は 5
から 50 msです。デフォルトは 20 msです。

間隔ミリ秒

(オプション)切断するまでの SSEパケット再送信カウントを指定します。範囲
は 1から 5パケットです。デフォルトは 3パケットです。

パケット番

号

(オプション)切断するまでの SSEパケットの再試行回数を指定します。間隔 t1
ごとに繰り返されます。範囲は 0から 5回です。デフォルトでは 5回の再試行
です。

再試行値

(オプション)次のエラー回復の SSEプロトコル状態マシンのリセット (通話の
クリア)に使用される最初の音声 SSEの繰り返し間隔をミリ秒で指定します。
範囲は 500から 3000 msです。デフォルトは 1000 msです。

t1ミリ秒

SIPトランクの V150.1 MERモデムリレーサポートを構成します。v150mer

コマンドデフォルト SSEプロトコルを使用するモデムリレー動作モードは、デフォルトのパラメータ値を使用して
デフォルトで有効になっています。

コマンドモード
音声サービス構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.4(4)T

このコマンドは変更されました。v150merキーワードが追加されました。15.5(3)M

使用上のガイドライン voiceservicevoipコマンドの下で modemrelaysseコマンドを使用して、デジタルシグナルプロ
セッサ (DSP)上で音声モードから V.150.1モデムリレーモードへの移行をネゴシエートするた
めに使用される SSEパラメータを設定します。 SCCP電話制御アプリケーション (STCAPP)
ゲートウェイを通じた安全な音声通話とデータ通話は、モデムリレー用V.150.1標準のサブセッ
トである SSEプロトコルを使用して、安全電話装置 (STE)と IP-STEエンドポイントを接続し
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ます。ペイロード 118を使用する Real-Time Transport Protocol (RTP)エンコードイベントメッ
セージである SSEは、セキュアおよび非セキュアメディア状態間の移行を調整するために使
用されます。

stcappregistercapabilityコマンドを使用して、セキュアな通話用のモデム転送方法を指定しま
す。

modemrelaysprtv14receiveplaybackhold-timeコマンドを使用して、V.150.1モデムリレーモード
のSimple PacketRelayTransport (SPRT)プロトコルパケットのV.14受信パラメータを設定します。

modemrelaysprtv14transmithold-timeおよびmodemrelaysprtv14transmitmaximumhold-countコ
マンドを使用して、V.150.1モデムリレーモードのSPRT送信パラメータを設定します。

mgcpmodemrelayvoipmodesseコマンドを使用して、トランク側または非STCAPP対応ゲートウェ
イでの安全なV.150.1モデムリレー通話を有効にします。 mgcpモデムリレー voipモードNSEコ
マンドを使用する非セキュアモデムリレーモードを有効にする;デフォルトでは、NSEモデム
リレーモードは無効になっています。

例 以下の例は、IP-STEとSTEエンドポイント間のセキュアな通話をサポートするように
設定された SSEパラメータを示しています。

Router(config-voi-serv)
# modem relay sse redundancy interval 20
Router(config-voi-serv)
# modem relay sse redundancy packet 4
Router(config-voi-serv)
# modem relay sse retries 5
Router(config-voi-serv)
# modem relay sse t1 1000
Router(config-voi-serv)
# modem relay sse v150mer

関連コマンド 説明コマンド

IP-STEと STEの間のセキュアな通信パス上
でのモデム接続の処理イベントと信号に対す

るMGCPゲートウェイサポートを有効にし
ます。

mgcppackage-capabilitymdste

SPRTパラメータを設定します。modemrelaysprtv14receiveplaybackhold-time

SPRT送信パラメータを設定します。モデムリレーSPRTv14送信保持時間

SPRT送信パラメータを設定します。modemrelaysprtv14transmitmaximumhold-count

SPRT送信パラメータを設定します。modemrelaysprtv14transmitmaximumhold-count

Cisco CallManagerに登録されている特定のデ
バイスのモデム転送方法を設定します。

stcappregistercapability
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説明コマンド

VoIPカプセル化のための音声サービス設定
モードを開始します。

voiceservicevoip
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通話アプリケーションのイベントログを監視する
アクティブなアプリケーションインスタンスのイベントログをリアルタイムで表示するには、

monitorcallapplicationevent-logコマンドを権限 EXECモードで使用します。

monitor call application event-log[アプリタグアプリケーション名 {最終 | 次} |セッション ID
セッション ID[停止] | 停止]

構文の説明 指定したアプリケーションのイベントログを表示します。アプリタグアプリケーション

名

最新のアクティブインスタンスのイベントログを表示します。last

次のアクティブなインスタンスのイベントログを表示します。次へ

特定のアプリケーションインスタンスのイベントログを表示し

ます。

セッション IDセッション ID

(任意)モニタリングセッションを停止します。停止

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドにより動的イベントロギングが有効になり、アクティブなアプリケーションイン

スタンスで発生したイベントを確認することができます。指定したアプリケーションの最新の

アクティブインスタンス、または次の新しいインスタンス、または指定したアクティブなアプ

リケーションインスタンスを表示することができます。または、表示を停止することもできま

す。このコマンドでイベントログを表示するには、callアプリケーションevent-logコマンドを
有効にするか、a10>callapplication voiceevent-logコマンドを有効にする必要があります。

例 次の例は、sample_appアプリケーションの次のアクティブセッションのイベントログ
を表示します:

Router# monitor call application event-log app-tag generic last

5:1057278146:172:INFO: Prompt playing finished successfully.
5:1057278151:173:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057278151:174:INFO: Script received event = "noinput"
5:1057278151:175:INFO: Playing prompt #1: tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
5:1057278158:177:INFO: Prompt playing finished successfully.
5:1057278163:178:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057278163:179:INFO: Script received event = "noinput"
5:1057278163:180:INFO: Playing prompt #1: tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
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5:1057278170:182:INFO: Prompt playing finished successfully.
5:1057278175:183:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057278175:184:INFO: Script received event = "noinput"
5:1057278175:185:INFO: Playing prompt #1: tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au
5:1057278181:187:INFO: Prompt playing finished successfully.
5:1057278186:188:INFO: Timed out waiting for user DTMF digits, no user input.
5:1057278186:189:INFO: Script received event = "noinput"
5:1057278186:190:INFO: Playing prompt #1: tftp://172.19.139.145/audio/ch_welcome.au

関連コマンド 説明コマンド

音声アプリケーションインスタンスのイベントログを有効にし

ます。

callapplicationevent-log

特定の音声アプリケーションのイベントログを有効にします。callapplicationvoiceevent-log
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monitor call leg event-log
アクティブなコールレッグのイベントログをリアルタイムで表示するには、特権EXECモード
で monitor call leg event-logコマンドを使用します。

モニタcalllegイベントログ {leg-idleg-id[停止] |次の |停止}

構文の説明 特定されたコールレッグのイベントログを表示します。leg-idleg-id

次のアクティブなコールレッグのイベントログを表示します。次へ

(任意)モニタリングセッションを停止します。停止

コマンドモード
特権 EXEC

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは動的イベントロギングを有効にし、アクティブな音声コールレッグで発生し

たイベントを表示できるようにします。次の新しいコールレッグまたは指定されたアクティブ

なコールレッグのイベントログを表示するか、または表示を停止することができます。このコ

マンドでイベントログを表示するには、 calllegevent-logコマンドを有効にする必要がありま
す。

例 以下は、ゲートウェイにPSTNからの着信があった後の次のアクティブなコールレッグ
のイベントログを表示する monitorcalllegevent-log次のコマンドの出力例です:

Router# monitor call leg event-log next
2B:1058571679:992:INFO: Call setup indication received, called = 4085550198, calling =
52927, echo canceller = enable, direct inward dialing
2B:1058571679:993:INFO: Dialpeer = 1
2B:1058571679:998:INFO: Digit collection
2B:1058571679:999:INFO: Call connected using codec None
2B:1058571688:1007:INFO: Call disconnected (cause = normal call clearing (16))
2B:1058571688:1008:INFO: Call released

関連コマンド 説明コマンド

音声、ファックス、モデムのコールレッグのイベントログを有効にしま

す。

calllegイベントロ
グ
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monitor event-trace voip ccsip
Voice over IP (VoIP) Session Initiation Protocol (SIP)イベントのトレースを設定するには、monitor
event-trace voip ccsipコマンドをグローバル設定モードで使用します。 APIイベントトレース
を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

monitorevent-traceVoIPccsipトレースタイプ
サイズnumber

いいえモニタイベントトレースvoipccsipトレースタイプ

構文の説明 トレースのタイプ。trace-type

(オプション)特定のインスタ
ンスについて保存されてい

る、特定のタイプのイベント

の数です。範囲は 1から
1000000です。デフォルト値
は、trace-type設定により異な
ります。

sizenumber

コマンドデフォルト イベントトレースが無効になっています。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン monitorevent-tracevoipccsipコマンドを使用してイベントトレースを有効または無効にします。
trace-type引数の有効な値を下表に示します。

説明トレースタイプ

このキーワードを使用してVoIPCCSIPサブシ
ステム APIイベントのイベントトレースを構
成します。これらのイベントは、SIPサブシ
ステムと他のサブシステム間の相互作用です。

API

このキーワードを使用して、VoIP CCSIP有限
状態マシン (FSM)および CNFSMイベントの
イベントトレースを構成します。これらのメッ

セージは、さまざまな状態遷移の状況に関す

る情報を提供します。

fsm
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説明トレースタイプ

VoIP CCSIPグローバルイベントのイベント追
跡を構成するにはこのキーワードを使用しま

す。グローバルイベントは、通話のコンテキ

スト外で発生するすべてのイベントです。

グローバル

VoIP CCSIPその他のイベントのイベント追跡
を構成するにはこのキーワードを使用します。

これらのメッセージは、呼び出された機能に

関する情報を提供します。

その他

このキーワードを使用して VoIP CCSIPメッ
セージイベントのイベントトレースを構成し

ます。これらのメッセージは、Cisco Unified
Border Element (Cisco UBE)により送受信され
るSIPメッセージに関する情報を提供します。

msg

sizeキーワードを使用して、このインスタンスに保存する特定タイプのイベント数を設定しま
す。イベント数がこのサイズを超えて増加すると、前のイベントが上書きされます。サイズ

の値を設定しない場合、システムは次のように、指定されたトレースタイプのデフォルト値を

使用します。

• api—50

• fsm—100

• global—100

• misc—50

• msg—50

トレースから収集されるデータの量は、monitor event-tracevoipを使用して設定されたトレー
スバッファサイズによって異なります。トレースの各インスタンスに対する ccsipコマンド。

（注）

例

以下の例は、Cisco IOSソフトウェアの VoIP CCSIPサブシステムコンポーネントで、
異なるイベントタイプに対してイベントトレースを有効にする方法を示しています。

Device# configure terminal
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip api size 50
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip fsm size 100
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip global size 100
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip misc size 50
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip msg size 50
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monitor event-trace voip ccsip (EXEC)
VoIP通話制御セッション開始プロトコル (CCSIP)のイベントトレース機能を監視および制御
するには、特権 EXECモードでモニタevent-tracevoipccsipコマンドを使用します。

モニタイベントトレースVoIPccsip {all | api | fsm | global | history | misc | msg} {clear | disable |ダ
ンプ[filter {call-id | called-num | calling-num | sip-call-id}フィルタ値][pretty] |有効にする}

構文の説明 API、Finite State Machine (FSM)および Communicating
Nested FSM (CNFSM)、雑多なメッセージ VoIP CCSIP
イベントのイベントトレース。

すべて

VoIP CCSIP APIイベントのイベントトレース。API

VoIP CCSIP FSMおよび CNFSMイベントのイベント
トレース。

fsm

VoIPCCSIPグローバルイベントのイベントトレース。グローバル

最大制限数に達するまでイベント追跡を削除しないよ

う指定します。最大数に達すると、最も古い履歴ト

レースが削除され、新しい通話のイベントトレース

をキャプチャします。

履歴

VoIP CCSIPの各種イベントのイベントトレース。misc

VoIP CCSIPのメッセージイベントのイベントトレー
ス。

msg

キャプチャされたすべての VoIP CCSIPイベントト
レースを消去します。

clear

VoIP CCSIPイベントトレースをオフにします。disable

イベントトレースの結果は、グローバル設定monitor
event-trace voip ccsip dump-fileコマンドで設定された
ファイルに書き込まれます。トレースはバイナリ形

式で保存されます。

dump

(オプション) global configuration
monitorevent-tracevoipccsipdump-fileコマンドで設定
されたファイルに書き込まれたトレースをフィルタリ

ングします。

フィルタ

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
41

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
monitor event-trace voip ccsip (EXEC)



global configurationmonitorevent-tracevoipccsipdump-file
コマンドで設定されたファイルに書き込まれたトレー

スを、指定されたコール IDに基づいてフィルタリン
グします。

call-idfilter-value

global configurationmonitorevent-tracevoipccsipdump-file
コマンドで設定されたファイルに書き込まれたトレー

スを、指定されたコール番号に基づいてフィルタリン

グします。

called-numfilter-value

global configurationmonitorevent-tracevoipccsipdump-file
コマンドで設定されたファイルに書き込まれたトレー

スを、指定されたコール番号に基づいてフィルタリン

グします。

発信番号フィルター値

global configurationmonitorevent-tracevoipccsipdump-file
コマンドで設定されたファイルに書き込まれたトレー

スを、指定された SIPコール IDに基づいてフィルタ
リングします。

sip-call-idフィルター値

(オプション)イベントトレースメッセージをASCII形
式でダンプします。

pretty

VoIPCCSIPイベントトレースをオンにします (グロー
バル構成モードで構成されている場合)。

enable

コマンドデフォルト 履歴を除き、イベントトレースが無効になっています。

コマンドモード 特権 EXECモード

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン monitorevent-tracevoipccsipコマンドを使用して、イベントトレースデータが何を、いつ、ど
のように収集されるかを制御します。ネットワークデバイスにmonitorevent-tracevoipccsipコ
マンドを使用してイベントトレース機能を設定した後、このコマンドを使用します。このコマ

ンドはグローバル設定モードで使用します。

monitorevent-tracevoipccsipdump-fileコマンドをグローバル設定モードで使用して設定された
トレースバッファサイズによって、トレースの各インスタンスから収集されるデータの量は異

なります。

（注）
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showmonitorevent-tracevoipccsipコマンドを使用してトレースを表示します。
monitorevent-tracevoipccsipdumpfilterコマンドを使用して、特定のイベントのトレースメッ
セージ情報を保存します。

既定では、トレース情報はバイナリ形式で保存されます。アプリケーションの追加処理などの

ために、トレースを ASCII形式で保存する場合は、monitorevent-tracevoipccsipdumpprettyコ
マンドを使用してください。

バッファ中のイベントトレースをファイル（セカンダリストレージ）に書き込むには、

monitorevent-tracevoipccsiptrace-typedumpコマンドを入力します。トレース情報を保存する
ファイルを設定するには、 monitorevent-tracevoipccsipdump-fileコマンドをグローバル設定
モードで使用します。既定では、イベントトレースはバイナリ形式で保存されます。

例

次の例は、ASCII形式のイベントのトレースを書き込むためのコマンドを示していま
す。

Device# monitor event-trace voip ccsip all dump pretty

以下は、イベントトレースを停止し、メモリの現在の内容をクリアし、VoIP CCSIPコ
ンポーネントのトレース機能を再度有効にする方法を示します。すべてキーワード

は、これらの説明がAPI、FSM、CNFSM、その他、およびメッセージイベントに適用
されることを示します。この例では、トレース機能がネットワーキングデバイス上で

構成され、有効になっていることを想定しています。

Device# monitor event-trace voip ccsip all disable
Device# monitor event-trace voip ccsip all clear
Device# monitor event-trace voip ccsip all enable
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monitor event-trace voip ccsip api
Voice over IP (VoIP)アプリケーションプログラミングインタフェース (API)イベントのイベン
トトレーシングを設定するには、 monitorevent-tracevoipccsipapiコマンドをグローバル設定
モードで使用できます。 APIイベントトレースを無効にするには、コマンドの no形式を使用
します。

モニタイベントトレースvoipccsipAPI[サイズnumber]
いいえモニタイベントトレースVoIPccsipAPI[サイズnumber]

構文の説明 (任意)特定の接続 (コールレッ
グ)に保存されているAPIイベ
ントの数。範囲は 1から
1000000です。既定値は 50で
す。

sizenumber

コマンドデフォルト APIイベントトレースが無効になっています。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されまし

た。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS
Release 15.3(3)Sに統合されま
した。

15.3(3)S

このコマンドが Cisco IOS XE
Release 3.10Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XEリリース 3.10S

使用上のガイドライン このコマンドは VoIP CCSIPサブシステムのAPIイベントのイベントトレースを構成します。
これらのイベントは、Session Initiation Protocol (SIP)サブシステムと他のサブシステムとの間の
対話です。

このインスタンスで保存するイベント数を設定するには、 sizeキーワードを使用します。イ
ベント数がこのサイズを超えて増加すると、古いイベントが上書きされます。サイズの値を設

定しない場合、システムはデフォルト値を使用します。

例

以下の例は、Cisco IOSソフトウェアのVoIPCCSIPサブシステムコンポーネントのAPI
イベントのイベントトレースを有効にする方法を示しています。
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Device(config)# monitor event-trace voip ccsip api size 50

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip dump
VoIP (VoIP)セッション開始プロトコル (SIP)イベントのイベントトレースメッセージを自動的
にダンプまたは保存するオプションを指定するには、 monitorevent-traceグローバル設定モー
ドでvoipccsipdumpコマンドを使用する。イベントトレースメッセージのダンプファイルへの
書き込みを停止するには、このコマンドの no形式を使用します。

monitorevent-traceVoIPccsipダンプ {all | marked | none}
いいえモニタイベントトレースVoIPccsipダンプ

構文の説明 通話またはコールレッグの完

了時に、すべてのイベントト

レースメッセージを指定の場

所に書き込むよう指定しま

す。

すべて

Cisco Unified Border Element
(Cisco UBE)は特定の内部エ
ラーを識別しました。トレー

スはこれらのエラーのいずれ

かが発生した場合にのみダン

プされます。

marked

イベントトレースメッセージ

が指定された場所に自動的に

書き込まれないことを指定し

ます。

なし

コマンドデフォルト イベントトレースメッセージは自動的にはダンプされません。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン どの VoIP CCSIPイベントトレースメッセージがダンプファイルに書き込まれるかに基づく自
動ポリシーを指定するには、このコマンドを使用します。

monitorevent-tracevoipccsipdump-fileコマンドを仕様して、ダンプの場所を設定します。有効
なダンプファイル構成がないと、手動ダンプも自動ダンプも機能しません。

（注）

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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例

次の例は、マークされたイベントトレースメッセージのみがダンプファイルに書き込

まれるように指定する方法を示しています。

Device(config)# monitor event-trace voip ccsip
dump-file slot0:ccsip-dump-file
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip dump-file
ftp://username:password@server_ip//path/ccsip-dump-file
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip dump-file
tftp://server_ip//path/ccsip-dump-file

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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イベントトレース voip ccsipダンプファイルを監視しま
す

ネットワーク端末上のメモリからイベントトレースメッセージが書き込まれるファイルを指定

するには、次を使用します: monitorevent-tracevoipccsipdump-fileコマンドをグローバル設定
モードで使用します。

monitorevent-traceVoIPccsipダンプファイルファイル名
いいえモニタイベントトレースvoipccsipダンプファイル

構文の説明 イベントトレースメッセージが書き込まれるファイル名です。ファイル

名

コマンドデフォルト ダンプファイルが構成されていません。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン ネットワーキングデバイス上のメモリからイベントトレースメッセージが書き込まれるファイ

ルを指定するには、このコマンドを使用します。ファイル名の最大長は100文字です。ネット
ワークデバイスのフラッシュメモリ、またはTFTPまたは FTPサーバを示すパスを指定するこ
とができます。

異なる呼び出しに対してファイル名を一意にするために、一意の識別子が各ダンプのファイル

名の後に追加されます。ストレージデバイスにファイル名の長さの制限がある場合は、指定す

るファイル名の長さと一意の識別子の文字列が、ファイル名の許容される長さを超えないこと

を確認する必要があります。

有効なダンプファイル構成がないと、手動ダンプも自動ダンプも機能しません。（注）

例

次に、スロット 0 (フラッシュメモリ)の ccsip-dump-fileとリモートサーバーにトレー
スメッセージファイルを設定する例を示します。

Device(config)# monitor event-trace voip ccsip dump-file slot0:ccsip-dump-file
Or
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip dump-file
ftp://username:password@server_ip//path/ccsip-dump-file

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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Or
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip dump-file
tftp://server_ip//path/ccsip-dump-file.txt

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip fsm
VoIP、CCSIP有限状態マシン (FSM)およびネストされた FSM通信 (CNFSM)イベントのトレー
スを設定するには、monitorevent-tracevoipccsipfsmコマンドをグローバル設定モードで使用し
ます。 FSMおよび CNFSMイベントトレースを無効にするには、コマンドの no形式を使用し
ます。

モニタイベントトレースvoipccsipfsm [サイズnumber]
いいえモニタイベントトレースvoipccsipfsm [サイズnumber]

構文の説明 (オプション)特定の接続 (コー
ルレッグ)について保存されて
いるFSMイベントの数。範囲
は 1から 1000000です。既定
値は 100です。

サイズ番号

コマンドデフォルト FSMイベントトレースが無効になっています。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されまし

た。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS
Release 15.3(3)Sに統合されま
した。

15.3(3)S

このコマンドが Cisco IOS XE
Release 3.10Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XEリリース 3.10S

使用上のガイドライン VoIP CCSIP FSMおよび CNFSMイベントのイベントメッセージは、さまざまな状態遷移のス
テータスに関する情報を提供します。

このインスタンスで保存するイベント数を設定するには、 sizeキーワードを使用します。イ
ベント数がこのサイズを超えて増加すると、古いイベントが上書きされます。サイズの値を設

定しない場合、システムはデフォルト値を使用します。

例

以下の例では、Cisco IOSソフトウェアの VoIP CCSIPサブシステムコンポーネントの
FSMおよび CNFSMイベントのイベントトレースを有効にする方法を示します:
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip fsm size 100

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip global
Voice over IP (VoIP)グローバルイベントのイベントトレースを設定するには、
monitorevent-tracevoipccsipglobalコマンドをグローバル設定モードで使用します。グローバ
ルイベントトレースを無効にするには、コマンドの no形式を使用します。

モニタイベントトレースvoipccsipグローバル[サイズnumber]
いいえモニタイベントトレースvoipccsipグローバル[サイズnumber]

構文の説明 (オプション)保存されている
グローバルイベントの数で

す。範囲は 1から 1000000で
す。既定値は 100です。

sizenumber

コマンドデフォルト グローバルイベントトレースが無効になっています。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されまし

た。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS
Release 15.3(3)Sに統合されま
した。

15.3(3)S

このコマンドが Cisco IOS XE
Release 3.10Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XEリリース 3.10S

使用上のガイドライン グローバルイベントは、通話のコンテキスト外で発生するすべてのイベントです。

sizeキーワードを使用して、保存するイベント数を設定します。イベント数がこのサイズを超
えて増加すると、古いイベントが上書きされます。サイズの値を設定しない場合、システムは

デフォルト値を使用します。

例

以下の例では、Cisco IOSソフトウェアの VoIP CCSIPサブシステムコンポーネントの
グローバルイベントに対してイベントトレースを有効にする方法を示します:
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip global size 100

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip limit
イベントトレースメカニズムで使用されるリソースを制限するには、モニタ

event-tracevoipccsiplimitコマンドをグローバル設定モードで使用できます。リソース制限を解
除するには、このコマンドの no 形式を使用します。

モニタイベントトレースVoIPccsipLimit {接続最大接続数 |メモリサイズ}
いいえモニタイベントトレースVoIPccsipLimit

構文の説明 追跡できる最大通話数を指定します。範囲は 1から 1000です。デフォル
トは 1000同時コールレッグです。

接続数最大接続

数

イベントトレースメカニズムで使用できる最大メモリを指定します。値

の範囲は 1～ 1000 MBです。
メモリサイズ

コマンドデフォルト トレースできるコールレッグの最大数は 1000です。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン イベントトレースメカニズムが使用するリソースの量を制御するには、このコマンドを使用し

ます。制限は、許可される最大コールレッグまたはイベントトレースメカニズムで使用でき

る最大メモリに基づいて適用できます。イベントトレースメカニズムは、設定された制限内で

動作します。この制限に達した場合、システムはまず履歴から回収されたメモリの再利用を試

みます。これが不可能な場合、後続のイベントトレースはキャプチャされません。

このコマンドの no 形式が設定されている場合、通話に利用できるリソースに影響を与え、デ
バイスの通話密度にも影響を与える可能性があります。

（注）

例

次の例題では、最大接続数制限を 500接続に設定する方法を示します。
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip limit connections 500

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip misc
Voice over IP (VoIP) CCSIPのその他のイベントのトレースを設定するには、
monitorevent-tracevoipccsipmiscコマンドをグローバル設定モードで使用します。その他のイ
ベントのトレースを無効にするには、 no形式でコマンドを使用します。

monitorevent-traceVoIPccsipmisc [サイズnumber]
いいえモニタイベントトレースVoIPccsipその他 [サイズnumber]

構文の説明 （オプション）特定の接続

（コールレッグ）に保存され

ているその他のイベントの

数。範囲は 1から 1000000で
す。既定値は 50です。

サイズ番号

コマンドデフォルト その他のイベントのトレースが無効です。

コマンドモード グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されまし

た。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS
Release 15.3(3)Sに統合されま
した。

15.3(3)S

このコマンドが Cisco IOS XE
Release 3.10Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XEリリース 3.10S

使用上のガイドライン その他のイベントメッセージは、起動された機能に関する情報を提供します。

このインスタンスで保存するイベント数を設定するには、 sizeキーワードを使用します。イ
ベント数がこのサイズを超えて増加すると、古いイベントが上書きされます。サイズの値を設

定しない場合、システムはデフォルト値を使用します。

例

次の例は、Cisco IOSソフトウェアの VoIP CCSIPサブシステムコンポーネントの様々
なイベントのイベントトレースを有効にする方法を示します:
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip misc size 50

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip msg
このキーワードを使用してVoIPCCSIPメッセージイベントのイベントトレースを構成します。
これらのメッセージは、Cisco Unified Border Element (Cisco UBE)が送受信する Session Initiation
Protocol (SIP)メッセージに関する情報を提供します。

Voice over IP (VoIP) CCSIPメッセージイベントのイベントトレーシングを設定するには、
monitorevent-tracevoip ccsipmsgコマンドをグローバル設定モードで使用できます。メッセー
ジイベントトレースを無効にするには、 no形式でコマンドを使用します。

モニタイベントトレースvoipccsipメッセージ [サイズnumber]
いいえモニタイベントトレースvoipccsipメッセージ [サイズnumber]

構文の説明 (任意)特定の接続 (コールレッ
グ)に保存されているメッセー
ジイベントの数。範囲は 1か
ら 1000000です。既定値は 50
です。

サイズ番号

コマンドデフォルト メッセージイベントのトレースが無効になっています。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されまし

た。

15.3(3)M

このコマンドが Cisco IOS
Release 15.3(3)Sに統合されま
した。

15.3(3)S

このコマンドが Cisco IOS XE
Release 3.10Sに統合されまし
た。

Cisco IOS XEリリース 3.10S

使用上のガイドライン VoIP CCSIPメッセージイベントは、Cisco Unified Border Element (Cisco UBE)により送受信され
る SIPメッセージに関する情報を提供します。

sizeキーワードを使用して、このインスタンスで保存するイベント数を設定します。イベント
数がこのサイズを超えて増加すると、古いイベントが上書きされます。サイズの値を設定しな

い場合、システムはデフォルト値を使用します。

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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例

次の例では、Cisco IOSソフトウェアのVoIPCCSIPサブシステムコンポーネントのメッ
セージイベントに対してイベントトレースを有効にする方法を示します:
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip msg size 50

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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monitor event-trace voip ccsip stacktrace
トレースポイントでのスタックトレースを有効にし、保存するスタックトレースの深さを指定

するには、モニタevent-tracevoipccsipスタックトレースコマンドをグローバル設定モードで使
用します。トレースポイントでスタックトレースを停止するには、このコマンドの no形式を
使用します。

モニタイベントトレースVoIPccsipスタックトレースnumber

いいえモニタイベントトレースvoipccsipスタックトレース

構文の説明 保存されているスタックトレースの深さ1～12の範囲の値を指定できます。数

コマンドデフォルト トレースポイントでのスタックトレースは無効になっています。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.3(3)M

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、トレースポイントでスタックトレースを有効にし、スタックトレー

スの深さを設定します。

例

次の例では、トレースポイントでスタックトレースを有効にし、スタックトレースの

深さを 9に指定する方法を示します。
Device(config)# monitor event-trace voip ccsip stacktrace 9

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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icmp-pingプローブの監視
Internet Control Message Protocol (ICMP) pingのプローブ結果に基づくダイヤルピアの状態変更
を有効にするには、ダイヤルピア設定モードで monitorprobeicmp-pingコマンドを使用しま
す。この機能を無効にするには、 no形式でこのコマンドを使用します。

モニタプローブ[icmp-ping | rtr][IPアドレス]
いいえモニタプローブ[icmp-ping | rtr][IPアドレス]

構文の説明 (オプション)宛先ターゲットを監視し、ダイヤルピアの状況を更新するための方法
として、ICMP pingを指定します。

icmp-ping

(オプション)宛先ターゲットを監視し、ダイヤルピアの状況を更新する方法とし
て、Response Time Reporter (RTR)プローブを指定します。

rtr

(オプション)プローブシグナルのターゲットインターフェースの宛先 IPアドレス。ip-address

コマンドデフォルト このコマンドが入力されない場合、ICMPまたは RTRプローブは送信されません。

コマンドモード
ダイヤルピア構成 (config-dial-peer)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドはCisco IOSRelease 12.2(11)Tより前のリリースで導入しました。12.2(11)T

使用上のガイドライン このコマンドの主な使用法は、プローブ方法としてICMP pingを指定することですが、RTRを
選択するオプションもあります。

monitorprobeicmp-pingコマンドが正しく動作するためには、 callフォールバックicmp-pingコ
マンドまたは callフォールバックactiveコマンドを設定する必要があります。
monitorprobeicmp-pingコマンドを使用するには、この 2つのコマンドのうちの 1つが有効に
なっている必要があります。

callfallbackicmp-pingコマンドが入力されていない場合、 callfallbackactiveコマンドがグロー
バル設定で使用されます。 callfallbackicmp-pingコマンドが入力された場合、これらの値はグ
ローバル設定を上書きします。

例 次の例は、ICMPpingを使用して IPアドレス10.1.1.1への接続を監視するようにプロー
ブを設定する方法を示します。

dial-peer voice tag voip
call fallback icmp-ping
monitor probe icmp-ping 10.1.1.1

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
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関連コマンド 説明コマンド

ネットワークが混雑した場合に代替ダイヤルピアにフォールバックする

ためのコール要求を有効にし、IP宛先への pingのプローブタイプを指
定します。

callfallbackactive

IP宛先へのネットワークトラフィックプローブエントリの方法として
ICMP pingを指定し、pingパケットのパラメータを設定します。

callfallbackicmp-ping

音声通話中状態に関する情報を表示します。showvoicebusyout

ローカル音声取り込み中機能用の音声クラスを作成します。voiceclassbusyout
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mrcp client accept-charset-compliance
Media Resource Control Protocol (MRCP)クライアントの形式を RFC 2616に従って設定するに
は、グローバル設定モードで mrcpclientaccept-charset-complianceコマンドを使用します。

mrcpクライアントaccept-charset-compliance

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト デフォルトの文字セットは Accept-charset: charset: utf-8です。

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。IOS XE Fujiリリース
16.8.1

使用上のガイドライン Cisco音声ポータル (CVP)では、VXMLゲートウェイはMRCPを使用して自動音声認識 (ASR)
および音声合成 (TTS)サーバと通信します。文字セットのネゴシエーションが正しくない場
合、ゲートウェイと ASRサーバ間の通信が失敗します。

現在の文字セット Accept-Charset:charset:utf-8では、VXMLでMRCPエラーが発生します。
MRCPエラーを解決するには、グローバルの VXMLゲートウェイでコマンド
mrcpclientaccept-charset-complianceを使用します。このコマンドは、文字セットを
Accept-charset:utf-8にリセットします。これは RFC 2616に準拠しています。

例 次の例では、RFC 2616に従って文字セットを設定します。

Router (config)# mrcp client accept-charset-compliance
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mrcp client codec
MRCP (Media Resource Control Protocol)クライアントとメディア処理リソース (自動音声認識
(ASR)エンジン、テキスト音声変換 (TTS)エンジンなど)の間の通信用のコーデックを設定す
るには、グローバル設定モードでmrcp clientcodecコマンドを使用します。MRCPコーデック
をデフォルトの g711ulawに設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpclientコーデックg711alaw
いいえmrcpクライアントコーデックg711alaw

構文の説明 MRCPクライアントの音声コーデックを設定します。g711alaw

コマンドデフォルト 音声コーデック g711ulaw

コマンドモード グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。IOS XE Fujiリリース
16.8.1

使用上のガイドライン 音声コーデックは VoIP通話品質を決定します。デフォルトのMRCPクライアントコーデック
は g711ulawです。このコマンドを使用して、MRCPクライアントの音声コーデック g711alaw
を設定します。

例 次の例では、MRCPクライアントの音声コーデック g711alawを設定しています。

Router (config)# mrcp client codec g711alaw
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mrcp client rtpsettup enable
Real Time Streaming Protocol (RTSP)セットアップメッセージで IPアドレスの送信を有効にする
には、mrcpclientrtpsettupenableグローバル設定モードでのコマンドを使用します。 IPアドレ
スの送信を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントrtpsettup有効にする
いいえmrcpクライアントrtpsettup有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトで有効になっています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入されました。15.0(1)M

例 次の例では、RTSPセットアップメッセージで IPアドレスの送信を有効にする方法を
示します:

Router# configure terminal
Router(config)# mrcp client rtpsetup enable

関連コマンド 説明コマンド

MGCPパラメータの値を表示します。showmgcp
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mrcp client session history duration
Media Resource Control Protocol (MRCP)セッションの履歴レコードをゲートウェイに保存する
最大秒数を設定するには、mrcpクライアントsessionhistorydurationコマンドをグローバル設定
モードで使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントセッション履歴継続時間秒
いいえmrcpクライアントセッション履歴継続時間

構文の説明 MRCP履歴レコードが保存される最大時間 (秒)。範囲は0から99999999です。既定は3600
(1時間)です。 0が設定されている場合、MRCPレコードはゲートウェイに保存されませ
ん。

秒

コマンドデフォルト 3600秒 (1時間)

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました: Cisco 3640、Cisco 3660、
Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400。

12.2(11)T

このコマンドは、MRCPバージョン 2 (MRCP v2)をサポートするように修正されま
した。

12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、showmrcpclientsessionhistoryコマンドが使用されると表示されるレコードの
数に影響を与えます。

アクティブなMRCPセッションはこのコマンドの影響を受けません。

例 次の例では、MRCP履歴レコードが保存される最大時間を 2時間 (7200秒)に設定しま
す。

Router(config)# mrcp client session history duration 7200

関連コマンド 説明コマンド

ゲートウェイに保存されている過去のMRCPクライアントセッ
ションに関する情報を表示します。

showmrcpclientsessionhistory
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mrcp client session history records
ゲートウェイが保存できるMedia Resource Control Protocol (MRCP)クライアント履歴の最大レ
コード数を設定するには、mrcpclientsessionhistoryrecordsコマンドをグローバル設定モードで
使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントセッション履歴レコードnumber

いいえmrcpクライアントセッション履歴レコード

構文の説明 保存するMRCP履歴レコードの最大数。最大値はプラットフォームによって異なります。
デフォルトは 50です。0が設定されている場合、MRCPレコードはゲートウェイに保存さ
れません。

数

コマンドデフォルト 50レコード

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました: Cisco 3640、Cisco 3660、
Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400。

12.2(11)T

このコマンドは、MRCPバージョン 2 (MRCP v2)をサポートするように修正されま
した。

12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、showmrcpclientsessionhistoryコマンドが使用されると表示されるレコードの
数に影響を与えます。

アクティブなMRCPセッションはこのコマンドの影響を受けません。

例 次の例では、MRCPレコードの最大数を 30に設定しています。

Router(config)# mrcp client history records 30

関連コマンド 説明コマンド

ゲートウェイに保存されている過去のMRCPクライアントセッ
ションに関する情報を表示します。

showmrcpclientsessionhistory
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mrcp client session nooffailures
通話を切断するまでの最大連続失敗回数を設定するには、 mrcpクライアントセッション
nooffailuresコマンドをグローバルコンフィギュレーションモードで選択します。通話を切断
するまでの連続失敗回数を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントセッションnooffailures数
いいえmrcpクライアントセッションnooffailures

構文の説明 通話を切断する前の最大連続失敗回数。範囲は 1～ 50です。デフォルトは 20です。数

コマンドデフォルト 最大数は 20に設定されています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入されました。15.0(1)M

例 次に、通話が切断される前の連続失敗の最大数を設定する方法を示す例を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# mrcp client session nooffailures 20

関連コマンド 説明コマンド

MGCPパラメータの値を表示します。showmgcp
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mrcp client statistics enable
Media Resource Control Protocol (MRCP)クライアント統計の表示を有効にするには、mrcpclient
統計をグローバル設定モードで使用できます。表示を無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

mrcpclientstatisticsenable
いいえmrcpクライアント統計有効にする

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト MRCPクライアント統計が無効になっています。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが次のプラットフォームに導入されました: Cisco 3640、Cisco 3660、
Cisco AS5300、Cisco AS5350、および Cisco AS5400。

12.2(11)T

このコマンドは、MRCPバージョン 2 (MRCP v2)をサポートするように修正されま
した。

12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用すると、 showmrcpclientスタティスティクスhostnameコマンドが使用さ
れたときにMRCPクライアントのスタティスティクスが表示されます。このコマンドが有効で
ない場合、 showmrcpclientスタティスティクスhostnameコマンドを使用しても、どのホスト
のクライアントスタティスティクスも表示できません。

例 次の例では、MRCP統計の表示を有効にします。

Router(config)# mrcp client statistics enable

関連コマンド 説明コマンド

特定のMRCPホストのMRCPセッションに関する統計を表
示します。

showmrcpclientstatisticshostname
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mrcp client timeout connect
Media Resource Control Protocol (MRCP)サーバへの TCP接続を確立するためにルーターに許可
される秒数を設定するには、グローバル設定モードで mrcpクライアントtimeoutconnectコマ
ンドを使用します。既定の設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントタイムアウトconnect秒
いいえmrcpクライアントタイムアウトconnect

構文の説明 サーバーへの接続がタイムアウトするまでのルーターの待機時間（秒）。範囲は 1～ 20
です。

秒

コマンドデフォルト 3秒

コマンドモード
グローバル構成 (global)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドは、MRCPバージョン 2 (MRCP v2)をサポートするように修正されま
した。

12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、指定された秒数後に接続を確立できない場合、ルーターがMRCPサーバへ
の接続試行を放棄するタイミングを決定し、タイムアウトエラーを宣言します。

例 次の例では、接続タイムアウトを 10秒に設定します。

Router(config)# mrcp client timeout connect 10
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mrcp client timeout message
Media Resource Control Protocol (MRCP)サーバからの応答をルーターが待機する秒数を設定す
るには、mrcpclienttimeoutmessageコマンドをグローバル設定モードで使用します。既定の設
定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mrcpクライアントタイムアウトメッセージ秒
いいえmrcpクライアントタイムアウトメッセージ

構文の説明 要求を行った後、ルーターがサーバからの応答を待つ秒数の時間。範囲は 1～ 20です。秒

コマンドデフォルト 3秒

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(11)T

このコマンドは、MRCPバージョン 2 (MRCP v2)をサポートするように修正されま
した。

12.4(15)T

使用上のガイドライン このコマンドは、ルーターがMRCPサーバーからの応答を待つ時間を設定し、その時間を過ぎ
るとタイムアウトエラーが宣言されます。

例 次の例では、リクエストのタイムアウトを 10秒に設定します。

Router(config)# mrcp client timeout message 10
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mta receive aliases
オフランプファックス用の Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)エイリアスとして受け入れら
れるホスト名を指定するには、mtareceiveエイリアスを使用します。コマンドをグローバル設
定モードで実行します。エイリアスを無効にするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

mtareceiveエイリアス文字列
いいえmta受信するエイリアス文字列

構文の説明 SMTPサーバのエイリアスとして使用されるべきホスト名または IPアドレス。エイリ
アスとして使用する IPアドレスを指定する場合、次のように IPアドレスを大括弧で
囲む必要があります: [xxx.xxx.xxx.xxx]。デフォルトは、ゲートウェイのドメイン名で
す。

文字

列

コマンドデフォルト 空の文字列で有効にする

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、承認または拒否のエイリアスリストを作成します。最初のエイリアスは、

メーラーが SMTPバナーで自分自身を識別するために、および独自の RFC 822 Received:ヘッ
ダーを生成するときに使用されます。

このコマンドはドメイン IPアドレスの受信を自動的に含みません。アドレスは明示的に追加
する必要があります。ドメイン IPアドレスを明示的に追加するには、次の形式を使用します:
mtareceivealiases [ip-address] .イーサネットの IPアドレスまたはオフランプゲートウェイの
ファストイーサネットインターフェイスを使用します。

（注）
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このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、SMTPサーバのエイリアスとしてホスト名"seattle-fax-offramp.example.com"を
指定しています:

mta receive aliases seattle-fax-offramp.example.com

次の例では、IPアドレス 172.16.0.0を SMTPサーバのエイリアスとして指定していま
す:

mta receive aliases [172.16.0.0]

関連コマンド 説明コマンド

オフランプゲートウェイが SMTPサーバからの応答MDNを処
理することを指定します。

mtareceivegenerate-mdn

すべての SMTP接続に対する受信者の最大数を指定します。mtareceivemaximum-recipients
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mta receive disable-dsn
Cisco IOSゲートウェイからT.37オフランプの呼び出しに障害が発生するたびに、DeliveryStatus
Notification (DSN)の生成と配信を停止するには、グローバル設定モードでmtareceivedisable-dsn
コマンドを使用します。障害発生時にDSNの生成と配信を再開するには、このコマンドの no
形式を使用します。

mta受信するdisable-dsn
いいえmta受信するdisable-dsn

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト 既定では、このコマンドは有効になっていません。DSNメッセージは T.37 offrampの呼び出し
が失敗する度にゲートウェイから生成されます。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.4(13)

このコマンドがCisco IOSRelease 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

使用上のガイドライン T.37オフループゲートウェイは、通話が成功した場合と失敗した場合に、DSNメッセージを
生成します。 mta受信disable-dsnコマンドは、呼び出し成功および呼び出し失敗の DSNメッ
セージの生成と配信を無効にします。

呼び出しが成功したことを確認する DSNメッセージは、処理に悪影響を及ぼさない便利な通
知ツールです。しかし、T.37 offrampコールがCisco IOSゲートウェイから発信され、そのコー
ルが失敗した場合 (呼び出し音はあるが応答なし)、ゲートウェイは失敗ごとに DSNを自動的
に生成します。 DSNは Simple Mail Transport Protocol (SMTP)エラー (一時的)に基づいている
ため、SMTPクライアントは 5分ごとに最長 24時間、FAXの再送信を試みます。これらの複
数の DSNは、最終的に送信者の受信箱を過負荷にします。

例 次の例では、オフランプゲートウェイからのDSNの生成と送信を無効にする方法を示
します。

mta receive disable-dsn

関連コマンド 説明コマンド

FAXメール転送エージェントのトラブルシューティングdebugfaxmta
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説明コマンド

T.37ファックスオフランプゲートウェイが返すファックス配信の応答メッ
セージのタイプを指定します。

mtareceivegenerate
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mta receive generate

The mtareceivegeneratecommand replaces the mtareceivegenerate-mdncommand.（注）

T.37ファックスオフランプゲートウェイが返すファックス配信応答メッセージのタイプを指定
するには、 mta受信生成コマンドをグローバル設定モードで使用できます。既定の設定に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

mtareceive生成[mdn | permanent-error]
いいえmtareceivegenerate[mdn | permanent-error]

構文の説明 これはオプションです。 T.37オフランプゲートウェイに、SMTPサーバからの応
答メッセージ処理通知MDNを処理するよう指示します。

mdn

これはオプションです。 T.37オフランプ FAXゲートウェイに、すべての FAX配
信エラーを永久的なものとして分類するように指示し、エラーが説明的なエラー

コードと共に DSNメッセージでメール転送エージェント (MTA)に転送されるよ
うにします。

永久エ

ラー

コマンドデフォルト MDNは生成されず、標準の SMTPステータスメッセージが、永久的または一時的なエラー分
類と共に SMTPクライアントに返されます。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドは、mtareceivegenerate-mdnとして導入されました。12.0(4)XJ

mtareceivegenerate-mdnコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

mtareceivegenerate-mdnコマンドが mtareceivegenerateコマンドに置き換えられま
した。mdnおよび permanent-errorキーワードを使用します。

12.3(7)T

使用上のガイドライン mdnキーワードを使用して送信端末でMDNを有効にすると、オフランプメッセージのメール
ヘッダーにフラグが挿入され、受信端末がMDNを生成するように要求されます。このMDN
は、FAX画像が含まれている電子メールメッセージが開かれたときに、送信者に返されます。
このコマンドを使用して、受信デバイス (オフランプゲートウェイ)が応答MDNを処理できる
ようにします。

サイトで使用されるメーラーの構成、使用方法、および機能によっては、MDN生成を有効ま
たは無効にすることが望ましい場合があります。MDNの仕様は RFC 2298に記載されていま
す。配信状態通知 (DSN)の生成は無効にできません。
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permanent-errorキーワードは、T.37オフランプ FAXゲートウェイに、すべての FAX配信エ
ラーを永久的エラーとして分類するよう指示します。それらは、説明的なエラーコードと共に

DSNで元のMTAに転送されます。記述的なエラーコードにより、MTAはエラーコードを調べ、
各ファックスをどのように処理するか (例えば、再試行するか、キャンセルするかなど)を決定
できるため、MTAはファックス操作を直接制御することができます。

このコマンドを使用しない場合、既定では、永久的および一時的なエラー分類の両方を使用し

て、標準の SMTPステータスメッセージを SMTPクライアントに返します。

例 以下の例は、T.37オフランプゲートウェイが応答MDNを処理することを許可します。

Router(config)# mta receive generate mdn

次の例では、T.37オフランプゲートウェイに、すべてのファックス配信エラーを永久
的なものとして分類し、SMTP DSNを使用してエラーと説明のテキストをMTAに転
送するよう指示します。

Router(config)# mta receive generate permanent-error

関連コマンド 説明コマンド

ファックスメールメッセージが処理（読み取り）されたとき、

メッセージ処理通知が生成されるように要求します。

MDN

オフランプ FAXの SMTPエイリアスとして受け入れられるホ
スト名を指定します。

mta受信エイリアス

オフランプゲートウェイが SMTPサーバからの応答MDNを処
理することを指定します。

mta受信生成-mdn

すべての SMTP接続に対する受信者の最大数を指定します。mtareceivemaximum-recipients
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mta receive generate-mdn

mtareceivegenerate-mdnコマンドは mta receive generate コマンドに置き換えられました。（注）

Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)サーバからの応答メッセージ処理通知 (MDN)をオフラン
プゲートウェイが処理するように指定するには、mtareceivegenerate-mdnコマンドをグローバ
ル設定モードに指定します。MDN生成を無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

mtareceivegenerate-mdn
いいえmta受信するgenerate-mdn

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト Disabled

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン 送信デバイスでMDNが有効になっている場合、オフランプメッセージの電子メールヘッダー
にフラグが挿入され、FAXイメージを含む電子メールメッセージが開かれたときに受信デバイ
スがMDNを生成し、そのメッセージを送信者に返すように要求します。このコマンドを使用
して、受信デバイス (オフランプゲートウェイ)が応答MDNを処理できるようにします。

サイトで使用されるメーラーの構成、使用方法、および機能によっては、MDN生成を有効ま
たは無効にすることが望ましい場合があります。MDNの仕様は RFC 2298に記載されていま
す。配信状態通知 (DSN)の生成は無効にできません。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。
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例 次の例では、受信デバイスがMDNを生成できるようにします。

mta receive generate-mdn

関連コマンド 説明コマンド

ファックスメールメッセージが処理（読み取り）されたとき、

メッセージ処理通知が生成されるように要求します。

MDN

オフランプ FAXの SMTPエイリアスとして受け入れられるホ
スト名を指定します。

mtareceivealiases

すべての SMTP接続に対する同時の受信者の最大数。mtareceivemaximum-recipients
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mta receive maximum-recipients
すべてのSMTP (簡易メール転送プロトコル)接続に対して、同時受信者の最大数を指定するに
は、グローバル設定モードでmtareceivemaximum-recipientsコマンドを使用します。既定の設
定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mtareceivemaximum-recipients数
いいえmta受信するmaximum-recipients

構文の説明 すべての SMTP接続に対する同時の受信者の最大数。範囲は 0～ 1024です。デフォルト
は 0です。

数

コマンドデフォルト 受信者 0人

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、一度に FAX用に割り当てるリソースの最大数を設定します。この
コマンドを使用して、ゲートウェイのリソース使用を制限することができます。 number引数
の値に0が指定されている場合、新しい接続は確立されません。これは、システムをシャット
ダウンする準備をしているときに特に役立ちます。

このコマンドは、オフランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

既定の0受信者は受信メールメッセージが受け入れられないことを意味します。そのため、オ
フランプゲートウェイによって FAXが送信されることはありません。

送信側のメーラーが X-SESSION SMTPサービス拡張に対応していない限り、各 SMTP受信接
続は 1人にしか送信できないため、消費されるのは 1枚の送信音声カードだけになります。

（注）
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例 次の例では、すべての SMTP接続の同時受信者の最大数を 10に設定しています。

mta receive maximum-recipients 10

関連コマンド 説明コマンド

オフランプ FAXの SMTPエイリアスとして受け入れられるホスト名
を指定します。

mta受信エイリアス

オフランプゲートウェイがSMTPサーバからの応答MDNを処理する
ことを指定します。

mtareceivegenerate-mdn
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mta send filename
メールに添付する TIFFファイルのファイル名を指定するには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで mta send filenameコマンドを使用します。このコマンドの使用後に設定を無
効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mtasendfilename[文字列][date]
いいえmta送信するファイル名

構文の説明 (任意)メールに添付する TIFFファイルの名前です。この文字列にファイル名の拡張
子が含まれない場合、".tif"がフォーマットされたファイル名に追加されます。

文字

列

(オプション) yyyymmddの形式で今日の日付を TIFF添付ファイルのファイル名に追加
します。

date

コマンドデフォルト TIFF添付ファイルのフォーマットされたファイル名は、「Cisco_fax.tif」です。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドを使用して、メールに添付する TIFFファイルのファイル名を指定します。

例 次の例では、TIFF添付ファイルに "abcd.tif"のフォーマットされたファイル名を指定し
ます:

Router(config)# mta send filename abcd

次の例では、TIFF添付ファイルに「abcd.123」のフォーマットされたファイル名と拡
張子を指定しています:

Router(config)# mta send filename abcd.123

次の例では、「abcd_今日の日付」という形式でファイル名を指定しています (2002年
7月 4日の場合、ファイル名は「abcd_20020704.tif」になります):

Router(config)# mta send filename abcd date

次の例では、TIFF添付ファイル用に、書式設定されたファイル名と拡張子 "abcd_今日
の日付.123" (2002年 7月 4日の場合、ファイル名は "abcd_20020704.123")を指定して
います。
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Router(config)# mta send filename abcd.123 date

関連コマンド 説明コマンド

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

メールメッセージの配信先です。意図した配信先に配信できない場

合の、メールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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mta send mail-from
メールの送信元アドレス (RFC 821封筒送信元アドレスまたはリターンパスアドレスとも呼ば
れます)を指定するには、グローバル設定モードでmtasendmail-fromコマンドを使用します。
このリターンパス情報を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mta send mail-from {ホスト名文字列 |ユーザ名文字列 | ユーザ名 $s$}
no mta send mail-from {ホスト名文字列 |ユーザ名文字列 | ユーザ名 $s$}

構文の説明 Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)ホスト名または IPアドレス。 IPアドレ
スを指定する場合は、次のように IPアドレスを大括弧で囲む必要があります:
[xxx.xxx.xxx.xxx]。

ホスト名文字

列

送信者のユーザ名。ユーザ名文字

列

ユーザ名が発信番号から取得されることを指定するワイルドカード。username$s$

コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745

12.2(8)T

使用上のガイドライン FAXの TIFF添付ファイルの送信者を指定するには、このコマンドを使用します。これは、電
子メールメッセージのリターンパスに相当します。メールの送信元アドレスが空白の場合、

mtasendpostmasterコマンドで設定されたポストマスターアドレスが使用されます。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、mail-fromユーザ名情報が送信者の発信番号から取得されることを指定し
ます。
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mta send mail-from username $s$

関連コマンド 説明コマンド

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

メールメッセージの配信先です。意図した配信先に配信できない場

合の、メールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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mta send origin-prefix
メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加するには、グローバル設定モードで

mtasendorigin-prefixコマンドを使用します。定義した文字列を削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

mtasendorigin-prefix文字列
いいえmta送信するオリジンプレフィックス文字列

構文の説明 メールのプレフィックスヘッダーにコメントを追加するためのテキスト文字列。この

文字列に複数の単語が含まれる場合、文字列値は引用符で囲むべきです ("abc xyz")。
文字

列

コマンドデフォルト Null文字列

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745

12.2(8)T

使用上のガイドライン ストアアンドフォワードファックスは、Eメールの送信元のスロットとポート番号を提供しま
す。 Eメールのプレフィックスヘッダー情報で、このコマンドを使用して、Eメールのプレ
フィックスヘッダー情報の前に追加する文字列を定義します。このテキスト文字列は、モデム

ポートおよびスロット番号に追加されるプレフィックス文字列で、esmtp_client_engine_open()
呼び出しの Originator_commentフィールドで渡されます。最終的に、このテキストは FAX-E
メールメッセージの受信ヘッダーフィールドに入ります。例:

Received (test onramp Santa Cruz slot1 port15) by router-5300.cisco.com for
<test-test@cisco.com> (with Cisco NetWorks); Fri, 25 Dec 1998 001500 -0800

コマンド mtasendorigin-prefixdogを使用して、受信したヘッダーに次の情報を含めます。

Received (dog, slot 3 modem 8) by as5300-sj.example.com ....
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このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例は、メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します:

mta send origin-prefix "Cisco-Powered Fax System"

関連コマンド 説明コマンド

メールの送信元アドレスを指定します (RFC 821封筒送信元アドレス
またはリターンパスアドレスとも呼ばれます)。

mtasendmail-from

メールメッセージの配信先です。意図した配信先に配信できない場

合の、メールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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mta send postmaster
メールメッセージが意図した宛先に配送されなかった場合に、メールメッセージが配送される

先のメールサーバの postmasterアカウントを指定するには、 mtasendpostmasterコマンドをグ
ローバル設定モードで使用できます。指定を削除するには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

mtasendpostmasterメールアドレス
いいえmta送信するpostmasterメールアドレス

構文の説明 メールメッセージが目的の配信先に配信できなかった場合に、メールサー

バのポストマスターアカウントに配信するよう指定します。

e-メール-アドレ
ス

コマンドデフォルト メールの送信先が指定されていません。

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン 配信ステータス通知 (DSN)およびメッセージ処理通知 (MDN)を生成するようにルーターを設
定しているが、送信者情報を設定していない場合 ( mtasendmail-fromコマンド)または SMTP
(Simple Mail Transfer Protocol)サーバを使用すると、このコマンドでDSNとMDNが決定される
メールアドレス。

FAXの担当者を示すには、"fax-administrator@example.com"のようなアドレスを使用すること
をお勧めします。この例では、fax-administratorが責任者のエイリアスに設定されています。
サイトによっては、メールポストマスターと同一人物でもかまいませんが、別のメールアドレ

スを持つ別の人である可能性が高いです。

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。
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例 次の例では、メールアドレス "fax-admin@example.com"をすべての受信 FAXの送信者
として構成します。このように、メールの差出人フィールドが空欄の場合、返された

DSNは "fax-admin@example.com"に配送されます。

mta send postmaster fax-admin@example.com

関連コマンド 説明コマンド

メールの送信元アドレスを指定します (RFC 821封筒送信元アドレス
またはリターンパスアドレスとも呼ばれます)。

mtasendmail-from

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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mta send return-receipt-to
グローバル設定モードで、メッセージ処理通知 (MDN)が送信されるアドレスを指定するには、
mta send return -receipt -toコマンドを使用します。アドレスを削除するには、このコマンド
の no形式を使用します。

mta send return-receipt-to {ホスト名文字列 | username文字列 | $s$}
no mta send return-receipt-to {ホスト名文字列 | username文字列 | $s$}

構文の説明 MDNが送信される Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)ホスト名または IPア
ドレス。 IPアドレスを指定する場合は、次のように IPアドレスを大括弧で囲
む必要があります: [xxx.xxx.xxx.xxx]。

hostnamestring

MDNが送信される送信者のユーザ名です。usernamestring

発信番号 (ANI)が disposition-notification-toのメールアドレスを生成することを
指定するワイルドカード。

$s$

コマンドデフォルト アドレスが定義されていません

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745

12.2(8)T

使用上のガイドライン ファックスメールを開いた後のMDNの送信先を指定するにはこのコマンドを使用します。

蓄積転送ファックスは、Eudora独自の形式をサポートしています。つまり蓄積転送ファックス
が生成するヘッダーは、RFC 2298 (MDN)に準拠しています。

（注）
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オフランプFAXメールメッセージで受信確認を生成するには、MultimediaMail over IP (MMoIP)
ダイヤルピアでMDNを有効にする必要があります。

（注）

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、ユーザとして「xyz」を構成し、MDNが送信される SMTPメールサーバ
として「server.com」を構成します。

mta send return-receipt-to hostname server.com
mta send return-receipt-to username xyz

関連コマンド 説明コマンド

メールの送信元アドレスを指定します (RFC821封筒送信元アドレスまた
はリターンパスアドレスとも呼ばれます)。

mtasendmail-from

メールプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

メールメッセージの配信先です。意図した配信先に配信できない場合

の、メールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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mta send server
送信先のメールサーバを指定するには、グローバル設定モードで mtasendserverコマンドを使
用します。仕様を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mtasendserver {ホストnameip-address}
いいえmta送信するサーバ {ホストnameIPアドレス}

構文の説明 宛先メールサーバのホスト名です。ホスト名

送信先メールサーバの IPアドレスです。ip-アドレ
ス

コマンドデフォルト IPアドレスとして定義された: 0.0.0.0

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン 最初に設定されたメールサーバが利用できない場合に、このコマンドを使用してバックアップ

の宛先サーバを提供します。このコマンドは、負荷分散を目的としたものではありません。

このコマンドを使用して、最大10個までの送信先メールサーバを設定することができます。複
数の送信先メールサーバを設定した場合、ルーターは設定された最初のメールサーバと通信を

試みます。そのメールサーバが利用できない場合、次に設定されている宛先メールサーバと通

信します。

DNSMail Exchange (MX)レコードは、このコマンドに提供されたホスト名のルックアップには
使用されません。
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このコマンドを使用する場合、ルーターを設定して ipname-serverコマンドを使用して名前検
索を実行します。

（注）

このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

例 次の例では、送信先メールサーバとして、メールサーバ「xyz.example.com」および
「abc.example.com」を定義しています。

mta send server xyz.example.com
mta send server abc.example.com

関連コマンド 説明コマンド

名前およびアドレスの解決に使用する 1つまたは複数のネームサー
バのアドレスを指定します。

ipname-server

メール送信元アドレスを指定します (RFC 821封筒送信元アドレスま
たはリターンパスアドレスとも呼ばれます)。

mtasendmail-from

メールプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

メールメッセージが目的の配信先に配信できなかった場合に、メー

ルサーバのポストマスターアカウントに配信するよう指定します。

mtasendpostmaster

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

電子メールメッセージの件名ヘッダーを指定します。mtasendsubject
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MTA送信成功-ファクスのみ
成功した FAXメッセージのみを送信し、失敗した FAXメッセージを破棄するようにルーター
を設定するには、グローバル設定モードでmtasendsuccess-fax-onlyコマンドを使用します。こ
の機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

mta送信するsuccess-fax-only
いいえmta送信するsuccess-fax-only

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト ルーターはすべてのファックスメッセージを送信するように設定されています。

コマンドモード
グローバル設定 (config)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドがCisco IOSRelease 15.0(1)Mより前のリリースで導入されました。15.0(1)M

例 次に、成功したファックスメッセージのみを送信し、失敗したファックスメッセージ

をドロップするようにルーターを設定する方法を示します。

Router# configure terminal
Router(config)# mta send success-fax-only

関連コマンド 説明コマンド

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

電子メールメッセージが意図した宛先に配信されなかった場合に配信さ

れるメールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster
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mta send subject
メールメッセージの件名ヘッダーを指定するには、グローバル設定モードでmtasendsubjectコ
マンドを使用します。文字列を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

mtasendsubject文字列
いいえmta送信する件名文字列

構文の説明 電子メールメッセージの件名ヘッダー文字

列

コマンドデフォルト Null文字列

コマンドモード
グローバル設定

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.0(4)XJ

このコマンドが Cisco IOS Release 12.0(4)Tに統合されました。12.0(4)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(1)Tに統合されました。12.1(1)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.1(5)Tに統合されました。12.1(5)T

このコマンドが Cisco 1750に実装されました。12.2(4)T

このコマンドが次のプラットフォームに実装されました:Cisco 1751、Cisco 2600シ
リーズ、Cisco 3600シリーズ、Cisco 3725、および Cisco 3745。

12.2(8)T

使用上のガイドライン このコマンドは、オンランプストアアンドフォワードファックス機能に適用されます。

文字列は引用符で囲む必要はありません。（注）

例 次の例では、電子メールメッセージの件名ヘッダーを「fax添付」として定義していま
す:

mta send subject fax attachment
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関連コマンド 説明コマンド

メールの送信元アドレスを指定します (RFC 821封筒送信元アドレス
またはリターンパスアドレスとも呼ばれます)。

mtasendmail-from

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

メールメッセージの配信先です。意図した配信先に配信できない場

合の、メールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

MDNが送信されるアドレスを指定します。mtasendreturn-receipt-to

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver
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mta send with-subject
件名に着信番号または発信番号を設定するには、グローバル設定で mtasend with-subjectコマ
ンドを使用します。件名に着信番号または発信番号を添付する機能を無効にするには、このコ

マンドの no形式を使用します。

mta send with-subject {$d$ | $s$ | both}
いいえmta送信するwith-subject

構文の説明 着信番号に関連付けられた件名を設定します。$d$

着信番号に関連付けられた件名を設定します。$s$

設定します。件名に着信番号と発信番号の両方が添付されます。両

方

コマンドデフォルト 件名は発信番号または着信番号には添付されません。

コマンドモード
グローバル構成 (config)

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 15.0(1)Mより前のリリースで導入されました。15.0(1)M

使用上のガイドライン mtasendwith-subjectbothコマンドは、ルーターに発信者と着信者の番号をメールの「件名」行
に含めるように指示します。これにより、FAXメールが適切なメールボックスにルーティン
グされます。

例 次の例では、メールの「件名」に発番号と着番号を含める方法を示します:

Router# configure terminal
Router(config)# mta send with-subject both

関連コマンド 説明コマンド

メールのプレフィックスヘッダーに情報を追加します。mtasendorigin-prefix

電子メールメッセージが意図した宛先に配信されなかった場合に配信さ

れるメールサーバのポストマスターアカウントを指定します。

mtasendpostmaster

移動先のメールサーバを指定します。mtasendserver
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音楽しきい値
特定の音声ポートの保留中の音楽のしきい値を指定するには、音声ポート設定モードで音楽し

きい値コマンドを使用します。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

音楽しきい値デシベル

いいえ音楽しきい値デシベル

構文の説明 保留中の音楽の閾値、デシベル (dB)単位。範囲は -70から -10です (整数のみ)。既
定は -38デシベルです。

デシベ

ル

コマンドデフォルト -38デシベル

コマンドモード
音声ポートの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが Cisco 3600シリーズに導入されました。11.3(1)T

このコマンドが Cisco MC3810に導入されました。12.0(4)T

デシベルの引数の値の範囲が拡大されました。12.3(4)XD

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(7)Tに統合されました。12.3(7)T

このコマンドがCisco 2800シリーズおよびCisco 3800シリーズに実装されました。12.3(14)T

このコマンドが Cisco IOS Release 12.4(2)Tに統合されました。12.4(2)T

使用上のガイドライン 保留時に再生される音楽のデシベルレベルを指定するには、このコマンドを使用します。この

コマンドは、指定されたレベルを超える安定したデータを渡すようにファームウェアに指示し

ます。音声ポートが音声を受信している場合に限り、音声アクティビティ検出 (VAD)の動作
に影響を与えます。

このコマンドの値の設定が高すぎる場合、VADは保留時の音楽を無音と解釈し、リモートエ
ンドは音楽を聞けません。このコマンドの設定値が低すぎる場合、背景に雑音が多い場合、

VADは無音を圧縮し、通過させます、不要な音声トラフィックを作成します。

例 次の例では、通話を保留にするときに再生される音楽のデシベルしきい値を -35に設
定します。

voice port 0:D
music-threshold -35
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次の例では、Cisco 3600シリーズルーターでコールが保留状態になっているときに再
生される音楽のしきい値デシベル値を -35に設定します。

voice-port 1/0/0

music-threshold -35
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mwi
特定の音声ポートでメッセージ待機状態表示 (MWI)を有効にするには、音声ポート設定モー
ドでmwiコマンドを使用します。特定の音声ポートのMWIを無効にするには、このコマンド
の no形式を使用します。

mwi
いいえmwi

構文の説明 このコマンドには引数もキーワードもありません。

コマンドデフォルト MWIはデフォルトでは無効になっています。

コマンドモード
音声ポートの構成

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン mwiコマンドを使用して音声ポートでMWI機能を有効にし、mwi-serverコマンドを使用して
ボイスメールサーバーにMWI通知を送信するように設定します。音声ポートでMWIが有効
になっていない場合、音声ゲートウェイは「481 Call Leg/Transaction Does Not Exist」メッセー
ジをボイスメールサーバに返します。同じ FXS音声ポートに関連付けられた複数のダイヤル
ピアがある場合、複数のサブスクリプションがボイスメールサーバに送信されます。

例 次の例は、音声ポートに設定されたMWIを示しています。

voice-port 2/2
cptone us
mwi

関連コマンド DescriptionCommand

音声ゲートウェイまたはUAでボイスメールサーバ設定を指定します。mwi-server
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mwi (supplementary-service)
ボイスメールが利用できる場合に待機メッセージ表示 (MWI)のタイプを設定するには、 mwi
補足サービス設定モードでコマンドを使用します。デフォルトを動的に戻すには、このコマン

ドの no形式を使用します。

mwi {audible | visible | both}
いいえmwi

構文の説明 音声メッセージ待機指示 (AMWI)は有効になっています。可聴

可視性のあるメッセージ待機指示 (VMWI)は有効になっています。表示されてい

る

既定の構成です。 AMWIと VMWIの両方が有効になっています。両方

コマンドデフォルト AMWIとVMWIの両方がデフォルトですが有効化されています。

コマンドモード
補足サービス構成 (config-stcapp-suppl-serv)

コマンド履歴 変更リリー

ス

このコマンドが導入されました。15.1(3)T

使用上のガイドライン mwiコマンドを使用して、MWIを音声のみ (AMVI)、可視のみ (VMWI)、または両方
(AMVI/VMWI)として有効にします。

ボイスメールが利用できる場合、オフフックにすると特別な AMWIトーンが聞こえるか、オ
ンフックになるとMWIライトが点灯します (電話に装備されている場合)。

例 次に、音声ポート 2/1、2/2、および 2/3でMWIのタイプを設定する例を示します。

Router(config)# stcapp supplementary-services
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/1
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# fallback-dn 3001
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/2
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# fallback-dn 3102
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# mwi visible
Router(config-stcapp-suppl-serv)# port 2/3
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# fallback-dn 3203
Router(config-stcapp-suppl-serv-port)# mwi audible
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関連コマンド 説明コマンド

補足サービスコンフィギュレーションモードを開始して、FXSポート
に STCAPP補足サービス機能を設定します。

Stcapp補足サービス
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mwi-server
音声ゲートウェイまたはユーザエージェント (UA)でボイスメールサーバの設定を指定するに
は、SIPユーザエージェント設定モードで mwi-serverコマンドを使用します。既定の設定に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

mwi-server {ipv4:宛先アドレス | dns:host-name}[の有効期限秒][ポートポート][トランスポート
{tcp | udp}][未承諾]
いいえmwi-server

構文の説明 ボイスメールサーバの IPアドレス。ipv4:destination-address

ボイスメールサーバの名前を解決するドメインネームサーバを収容

するホストデバイス。

• hostname --ターゲットアドレスに関連付けられる完全なホスト名
を含む文字列。例: dns:test.cisco.com

dns:host-name

(オプション)サブスクリプションの有効期限 (秒単位)指定できる範囲
は 1から 999999です。デフォルトは 3600です。

有効期限 秒

(オプション)ボイスメールサーバのポート番号の定義デフォルトは
5060です。

ポートポート

(オプション)ボイスメールサーバへのトランスポートプロトコルを定
義します。選択肢はtcpまたは udpから選択できます。UDPがデフォ
ルトです。

転送 {TCP | UDP

(オプション)メールボックスのステータスが変更された場合に、ボイ
スメールサーバが SIP通知メッセージをボイスゲートウェイまたは
UAに送信することを要求します。音声ゲートウェイがMWIサービ
スにサブスクライブする必要はありません。

不要請

コマンドデフォルト ボイスメールサーバ設定は既定では無効になっています。

コマンドモード
SIPユーザエージェントの構成

コマンド履歴 変更リリース

このコマンドが導入されました。12.3(8)T

使用上のガイドライン mwi-serverコマンドを使用すると、ユーザはUAにボイスメールサーバへのリクエストをサブ
スクライブさせ、メールボックスの状態の通知を要求することができます。ステータスに変更
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がある場合、ボイスメールサーバはUAに通知します。ユーザが電話をオフフックにすると、
UAはMWIトーンでメールボックスのステータスに変化があることをユーザに示します。

1つのボイスゲートウェイで設定できるボイスメールサーバは 1つだけです。mwi-serverコマ
ンドとmwiコマンドを使用して、音声ポートでMWI機能を有効にします。音声ポートでMWI
が有効になっていない場合、音声ゲートウェイは481Callレッグ/トランザクションが存在しま
せんというメッセージをボイスメールサーバに返します。MWIステータスは、ルーターのリ
ロード後に常にリセットされます。

例 次の例では、ボイスゲートウェイのボイスメールサーバ設定を指定しています。この

例には未要求のキーワードが含まれています。これにより、メールボックスのステー

タスが変更された場合に、ボイスメールサーバがSIP通知メッセージを音声ゲートウェ
イまたは UAに送信できるようになります。

sip-ua
mwi-server dns:test.cisco.com expires 60 port 5060 transport udp unsolicited

未要求の Notifyの場合、Contactヘッダーはボイスメールサーバアドレスを導き出し
ます。要求されていないMWIメッセージにContactヘッダーが含まれない場合、MWI
通知メッセージを受け入れるために、次の特別な構文を使用して、ゲートウェイのボ

イスメールサーバを構成します。

sip-ua
mwi-server ipv4:255.255.255.255 unsolicited

関連コマンド 説明コマンド

指定された音声ポートのMWIを有効にします。mwi

SIPユーザエージェント設定モードを有効にします。sip-us

音声ポート設定モードを開始します。音声ポート

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
100

mode (ATM/T1/E1 controller) through mwi-server
mwi-server



翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


